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７双葉町告示第３７号

令和７年第３回双葉町議会定例会を次のとおり招集する。

令和７年８月１５日

双葉町長 伊 澤 史 朗

１．期 日 令和７年９月４日（木）

午前９時３０分

２．場 所 双葉町役場 議場
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〇応招・不応招議員

〇応招議員（８名）

１番 渡 部 昭 洋 君 ２番 山 根 辰 洋 君

３番 小 川 貴 永 君 ４番 伊 藤 哲 雄 君

５番 作 本 信 一 君 ６番 菅 野 博 紀 君

７番 高 萩 文 孝 君 ８番 岩 本 久 人 君

〇不応招議員（なし）
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令和７年第３回双葉町議会定例会議事日程（第１号）

令和７年９月４日（木曜日）午前９時３０分開会

開 会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸般の報告 監査・検査結果報告

双葉地方広域市町村圏組合議会報告

双葉地方水道企業団議会報告

日程第４ 委員長報告 総務教育常任委員会報告（総務教育常任委員長）

日程第５ 行政報告

日程第６ 報告第 ６号 令和６年度一般社団法人ふたばプロジェクトの経営状況報告について

日程第７ 議案第３８号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

日程第８ 議案第３９号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

日程第９ 議案第４０号 双葉町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部改正について

日程第10 議案第４１号 双葉町火入れに関する条例の一部改正について

日程第11 議案第４２号 双葉町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定

める条例の一部改正について

日程第12 議案第４３号 備品購入契約の締結について

日程第13 議案第４４号 双葉地方広域市町村圏組合規約の変更について

日程第14 議案第４５号 町道路線の廃止について

日程第15 議案第４６号 町道路線の認定について

日程第16 議案第４７号 令和７年度双葉町一般会計補正予算（第２号）

日程第17 議案第４８号 令和７年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第18 議案第４９号 令和７年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第19 議案第５０号 令和７年度双葉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

日程第20 議案第５１号 令和７年度双葉町下水道事業会計補正予算（第１号）

日程第21 認定第 １号 令和６年度双葉町一般会計決算の認定について

日程第22 認定第 ２号 令和６年度双葉町国民健康保険特別会計決算の認定について

日程第23 認定第 ３号 令和６年度双葉町公有林整備事業特別会計決算の認定について

日程第24 認定第 ４号 令和６年度双葉町介護保険特別会計決算の認定について

日程第25 認定第 ５号 令和６年度双葉町後期高齢者医療特別会計決算の認定について

日程第26 認定第 ６号 令和６年度双葉町下水道事業会計決算の認定について



- 4 -

日程第27 同意第 ３号 双葉町特別功労表彰の同意を求めることについて

日程第28 同意第 ４号 双葉町教育委員会委員の任命について

日程第29 一般質問

６番 菅 野 博 紀 君

４番 伊 藤 哲 雄 君

２番 山 根 辰 洋 君

散 会
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〇出席議員（８名）

１番 渡 部 昭 洋 君 ２番 山 根 辰 洋 君

３番 小 川 貴 永 君 ４番 伊 藤 哲 雄 君

５番 作 本 信 一 君 ６番 菅 野 博 紀 君

７番 高 萩 文 孝 君 ８番 岩 本 久 人 君

〇欠席議員（なし）

〇地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名

町 長 伊 澤 史 朗 君

副 町 長 平 岩 邦 弘 君

副 町 長 森 隆 史 君

教 育 長 舘 下 明 夫 君

総 務 課 長 兼
コミュニティー 橋 本 靖 治 君センター所長兼
秘書広報課長

復興推進課長兼
産 業 交 流 横 山 敦 君
センター所長

戸籍税務課長 大 浦 寿 子 君

参 事 兼
農業振興課長兼 中 野 弘 紀 君農 業 委 員 会
事 務 局 長

建 設 課 長 藤 本 隆 登 君

住民生活課長 中 里 俊 勝 君

健康福祉課長 志 賀 寿 三 君

会 計 管 理 者 相 楽 定 徳 君

教育総務課長 木 幡 勝 君

生涯学習課長 朝 田 幸 伸 君

代表監査委員 石 川 雄 彦 君

〇職務のため議場に出席した者の職氏名

事 務 局 長 石 上 崇

書 記 土 屋 美 香
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◎開会の宣告

〇議長（岩本久人君） おはようございます。ただいまの出席議員は８名です。定足数に達しており

ますので、ただいまから令和７年第３回双葉町議会定例会を開会します。

（午前 ９時３０分）

〇議長（岩本久人君） ６番、菅野博紀君については、本会期中、着座により発言することを許可い

たします。

◎開議の宣告

〇議長（岩本久人君） これから本日の会議を開きます。

◎議事日程の報告

〇議長（岩本久人君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。

◎会議録署名議員の指名

〇議長（岩本久人君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、議長において、１番、渡部昭洋君、２番、山

根辰洋君を指名します。

◎会期の決定

〇議長（岩本久人君） 日程第２、会期の決定を議題とします。

本定例会の会期については ８月28日開催の議会運営委員会でご審議をいただき 本日から９月10日、 、

までの７日間とすることにご報告をいただきました。

お諮りします。本定例会の会期は、本日から９月10日までの７日間にしたいと思います。これにご

異議ありませんか。

（ 異議なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 異議なしと認めます。

よって、会期は本日から９月10日までの７日間に決定しました。

◎諸般の報告

〇議長（岩本久人君） 日程第３、諸般の報告を行います。

監査・検査結果の報告、双葉地方広域市町村圏組合議会の報告、双葉地方水道企業団議会の報告を
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します。

お手元に配付した報告書の写しをもって報告に代えさせていただきます。ご了承願います。

また、これまでに受理した陳情は、お手元に配付した陳情文書表のとおり報告します。

これで諸般の報告を終わります。

◎委員長報告

〇議長（岩本久人君） 日程第４、委員長報告を行います。

総務教育常任委員会の所管事務調査の報告を行います。

総務教育常任委員長、山根辰洋君。

（総務教育常任委員長 山根辰洋君登壇）

〇総務教育常任委員長（山根辰洋君） おはようございます。総務教育常任委員長の山根辰洋です。

総務教育常任委員会において所管事務調査を実施いたしましたので、会議規則第77条の規定により報

告いたします。

事件名は、復興まちづくり計画（第４次）策定の方針と現状についてであります。今回の調査は、

現行の復興まちづくり計画（第３次）の進捗管理の現状と課題分析及び策定に着手する第４次計画の

策定方針やスケジュール、プロセス等について把握することを目的として、令和７年６月26日、７月

22日、８月28日の３回行いました。調査では、第４次計画の策定スケジュールや策定プロセス案につ

いて確認するとともに、第３次計画の進捗管理及び評価と検証の現状、当町の現状と課題の整理、町

民意識調査の手法、ワークショップの実施方針、復興町民委員会など町内外の各組織の位置づけと役

割、今年度作成する基本構想のイメージの６つの項目について、復興推進課に対しヒアリングを実施

させていただきました。

調査を踏まえ、当委員会から次の３点を提言いたします。

１つ目は、第３次計画の検証をしっかり行った上で第４次計画への反映を行うことであります。第

３次計画の進捗状況の確認、検証に着手した段階であり、検証が不十分な中で第４次計画の策定に着

手していくことがないよう、第３次計画の検証をしっかりと行った上で進めていただきたいと思いま

す。

２つ目は、住民の現状をベースとした計画策定となるよう手順や手法を工夫することであります。

第４次計画の策定スケジュールでは、職員の意見を先行して聞き取り、議論を進める手順、手法にな

っていると見受けられますが、町民の現状や意見等を先行して調査し、それらをベースとした計画策

定となるよう進め方の改善、工夫を求めます。

３つ目は、住民参加型の計画づくり、計画推進を目指すため、復興町民委員会の位置づけ、役割を

。 、再検討することであります 復興町民委員会は計画策定フローの一つとして位置づけられていますが

形式的な会議実施の側面が強く、意見を伝える会議体とはなっていないものと思われます。また、策
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定後は委員会の開催は一度もなく、計画進捗の報告を受けることもない現状でありました。第４次計

画策定では、策定のみならず進捗管理に対しても意見が伝えられるよう、会議体の位置づけ、役割に

ついて再検討を求めたいと思います。

以上申し述べ、総務常任委員会からの報告とします。

〇議長（岩本久人君） ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これで委員長報告を終わります。

◎行政報告

〇議長（岩本久人君） 日程第５、行政報告を行います。

町長、伊澤史朗君。

（町長 伊澤史朗君登壇）

〇町長（伊澤史朗君） おはようございます。令和７年第３回双葉町議会定例会を招集いたしました

ところ、議員各位におかれましては大変お忙しい中ご出席を賜り、誠にありがとうございます。

６月定例会以降の行政経過についてご報告いたします。

７月５日、楢葉町をメイン会場として、令和７年度双葉郡スポーツ交流大会が開催されました。双

葉町からは、毎年出場している野球やバレーボール、剣道、バスケットボールに加え、今年度新たに

ソフトテニス、サッカー競技に出場し、ソフトテニスが優勝、バレーボールとサッカーが準優勝の成

績を収めました。選手の皆さんの力強いプレーに大変勇気づけられたところであります。

７月７日、中野地区復興産業拠点への立地を予定しているライノジャパン株式会社と企業立地協定

を締結しました。これによりまして25件の立地協定を締結しております。

７月19日、特定帰還居住区域における立入規制緩和に関する住民説明会を開催し、対象となる下長

塚、三字、羽鳥行政区の皆さんへ立入規制緩和制度の概要についてご説明し、立入規制緩和後の防犯

や放射線防護対策、バリケードの位置等についてご意見をいただきました。皆さんからのご意見を踏

まえ、引き続き国と協議を進めてまいります。

８月１日、役場庁舎北側の公設商業施設でイオン東北株式会社が運営する「イオン双葉店」がオー

プンいたしました。震災後初めてのスーパーマーケットであり、町内の生活環境が向上し、町ににぎ

わいをもたらす中核になるものと期待しております。

また同日、一般県道井手長塚線・長塚跨線橋の開通式が行われました。これにより、常磐自動車道

常磐双葉インターチェンジから町の復興産業拠点へのアクセスが向上し、復興をさらに加速させる大

きな一歩となりました。
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８月４日から６日まで、友好町である京都府京丹波町から中学生・高校生代表の生徒８名と畠中町

長、松本教育長をはじめ町関係者７名の皆さんが来町し、京丹波町・双葉町子ども交流事業を実施い

。 、 、たしました 初日の開会式では 京丹波町と町立学校の生徒たちと復興までの道のりや双葉町の現状

課題などについて意見交換を行いました。２日目は町立学校仮設校舎を訪れ、町立学校の児童生徒と

学校生活の紹介やスポーツを通して交流を図り、親睦を深めました。

８月７日、大熊町と合同で要望活動を行うため、復興庁や経済産業省、環境省、自由民主党東日本

大震災復興加速化本部、公明党東日本大震災復興加速化本部を訪問しました。要望活動では、特定帰

還居住区域における除染等の実施、第２期復興・創生期間以降の財源確保、ＡＬＰＳ処理水の確実で

透明性のあるモニタリング、帰還者向けの住宅支援策の拡充、除染土壌の県外最終処分に向けた取組

の実施などの重点課題について要望いたしました。

９月１日、原子力損害賠償紛争審査会の大村会長ほか７名の委員による現地視察と意見交換が行わ

れました。今回で９回目となる現地視察では、帰還困難区域の石熊地区にある除去土壌仮置場をご覧

いただきました。

その後、双葉町役場において 「原子力損害賠償紛争審査会の今後の審議に向けた要望書」を町と、

議会の連名で岩本町議会議長とともに大村会長へ手交いたしました。私から特に避難費用及び日常生

活阻害慰謝料の賠償となる期間は、少なくとも当町の特定復興再生拠点区域が避難指示解除された令

和４年８月30日とするよう見直しを強く申し入れました。

審査会に対しては、今後も町民一人一人の被害に対する早急かつ確実な賠償と生活再建の実現に向

け、誠意ある対応をするよう引き続き求めてまいります。

最後に、本定例会に提案いたしました案件について申し上げます。まず、報告が１件となります。

提出議案につきましては、条例の一部改正が５件、契約の締結が１件、規約の変更が１件、町道路線

の廃止が１件、町道路線の認定が１件、令和７年度補正予算が５件、令和６年度決算の認定が６件、

特別功労表彰の同意が１件、教育委員会委員の任命が１件、合わせて22件となりますので、慎重なる

ご審議をいただき、議決賜りますようお願い申し上げて、行政報告といたします。

〇議長（岩本久人君） これで行政報告を終わります。

◎報告第６号

〇議長（岩本久人君） 日程第６、報告第６号 令和６年度一般社団法人ふたばプロジェクトの経営

状況報告についてを議題とします。

報告第６号の説明を求めます。

町長、伊澤史朗君。

（町長 伊澤史朗君登壇）

〇町長（伊澤史朗君） 報告第６号 令和６年度一般社団法人ふたばプロジェクトの経営状況報告に
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ついてでありますが、別冊の令和６年度一般社団法人ふたばプロジェクト事業報告及び計算書類のと

おり、地方自治法第243条の３第２項の規定により報告いたします。

〇議長（岩本久人君） これで報告第６号を終わります。

◎議案第３８号から同意第３号までの一括上程

（ ） 、 、 。〇議長 岩本久人君 日程第７ 議案第38号から日程第27 同意第３号までを一括上程いたします

議案第38号から同意第３号までの提案理由の説明を求めます。

町長、伊澤史朗君。

（町長 伊澤史朗君登壇）

〇町長（伊澤史朗君） 議案第38号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についてであ

りますが、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部改正に伴

い、対象職員の意向確認等を踏まえた勤務環境を整備するため、所要の改正を行うものです。

議案第39号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてでありますが、地方公務員の育児

休業等に関する法律の一部を改正する法律の公布に伴い、部分休業等の勤務時間及び対象となる子の

年齢を引き上げるため、所要の改正を行うものです。

議案第40号 双葉町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部改正についてでありますが、児

童福祉法の改正及び中国在留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国在留邦人等及び特定

配偶者の自立の支援に関する法律の一部改正並びに福島県ひとり親家庭医療費助成制度補助金交付要

綱の一部改正に伴い、文言等の整理を行うため、所要の改正を行うものです。

議案第41号 双葉町火入れに関する条例の一部改正についてでありますが、文言等の整理を行うた

め、所要の改正を行うものです。

議案第42号 双葉町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の

一部改正についてでありますが、高齢者、障がい者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令の

一部改正に伴い、引用条項を整理するため、所要の改正を行うものです。

議案第43号 備品購入契約の締結についてでありますが、職員用ノートパソコンを購入するため、

地方自治法第96条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第３条により、議会の議決を求めるものです。

議案第44号 双葉地方広域市町村圏組合規約の変更についてでありますが、双葉地方町村会に設置

した審査で行っている認定業務を令和８年度から双葉地方広域市町村圏組合で共同処理するため、所

要の改正を行うものです。

議案第45号 町道路線の廃止についてでありますが、一般県道井手長塚線・長塚跨線橋の開通に伴

い関係する町道を整理するもので、道路法第10条第１項の規定に基づき、町道路線を廃止することに

ついて、同条第３項の規定により、議会の議決を求めるものです。
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議案第46号 町道路線の認定についてでありますが、一般県道井手長塚線・長塚跨線橋の開通に伴

い関係する町道を整理するもので、道路法第８条第１項の規定に基づき、町道路線に認定することに

ついて、同条第２項の規定により、議会の議決を求めるものです。

議案第47号 令和７年度双葉町一般会計補正予算（第２号）についてでありますが、歳入歳出それ

ぞれ14億9,002万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額は179億5,250万9,000円となります。

歳入の主なものについて申し上げます。国庫支出金は、福島再生加速化交付金や物価高騰対応重点

支援地方創生臨時交付金などの増により１億2,385万2,000円を追加いたしました。

繰入金は、東日本大震災復興基金繰入金などの増により３億4,073万6,000円を追加いたしました。

繰越金は、前年度繰越金９億4,938万1,000円を追加いたしました。

次に、歳出の主なものについて申し上げます。総務費は、まちづくり整備事業コーディネート業務

委託料や帰還準備目的宿泊費支援事業補助金の増などにより3,177万2,000円を追加いたしました。

民生費は、低所得者支援及び定額減税補足給付金事業費や子育て世帯追加臨時給付金事業費の増な

どにより9,270万4,000円を追加いたしました。

衛生費は、双葉地方水道企業団負担金の増などにより6,282万8,000円を追加いたしました。

商工費は、既存ストック施設改修事業費の増などにより３億2,888万9,000円を追加いたしました。

諸支出金は、財政調整基金積立金や東日本大震災復興基金積立金の増などにより８億1,168万

3,000円を追加いたしました。

継続費補正につきましては、既存ストック施設改修事業を追加し、双葉駅西地区住宅団地等整備事

業業務委託料（第一地区分）を変更いたしました。

債務負担行為補正につきましては、産業交流センター指定管理業務委託を追加いたしました。

議案第48号 令和７年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についてでありますが、

歳入歳出それぞれ9,592万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額は13億8,755万6,000円となります。

歳入は、県支出金に保険給付費等交付金578万円、繰入金に一般会計繰入金943万2,000円、繰越金

に前年度繰越金8,071万2,000円をそれぞれ追加いたしました。

歳出は、総務費に人件費など918万9,000円、国民健康保険事業費納付金に571万6,000円、保健事業

費に30万7,000円、基金積立金に国民健康保険財政運営基金積立金として4,000万円、諸支出金に国へ

の返還金571万2,000円をそれぞれ追加いたしました。

議案第49号 令和７年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてでありますが、歳入

歳出それぞれ１億7,692万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額は12億28万8,000円となります。

歳入は、繰入金に一般会計繰入金114万5,000円、繰越金に前年度繰越金１億7,578万3,000円を追加

いたしました。

歳出は、総務費に人件費など114万5,000円、基金積立金に介護給付費準備基金積立金として１億

2,460万5,000円、諸支出金に国、県等への返還金5,117万8,000円をそれぞれ追加いたしました。
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（ ） 、議案第50号 令和７年度双葉町後期高齢者医療特別会計補正予算 第１号 についてでありますが

歳入歳出それぞれ165万5,000円を追加し、歳入歳出予算の総額は１億132万5,000円となります。

歳入は、繰入金に一般会計から事務費繰入金72万5,000円、繰越金に前年度繰越金93万円を追加い

たしました。

歳出は 総務費に後期高齢者医療システム改修委託料72万5,000円 諸支出金に一般会計繰出金93万、 、

円を追加いたしました。

議案第51号 令和７年度双葉町下水道事業会計補正予算（第１号）についてでありますが、収益的

収入及び支出において、支出のうち人件費などの営業費用に2,564万5,000円、消費税等の営業外費用

に399万6,000円、合わせて2,964万1,000円を追加いたしました。資本的収入及び支出においては、建

設改良費の予定量を見直し、3,000万円を減額いたしました。

認定第１号 令和６年度双葉町一般会計の認定についてでありますが、令和６年度双葉町一般会計

決算額は、歳入総額196億5,237万円、歳出総額184億8,703万6,000円で、歳入総額から歳出総額を差

し引いた形式収支は11億6,533万4,000円となり、翌年度に繰り越すべき財源１億1,595万3,000円を差

し引いた実質収支は10億4,938万1,000円となりました。前年度と比較し、歳入が39億9,638万1,000円

の増、歳出が46億8,246万3,000円の増となりました。

歳入の決算概要について申し上げます。町税は19億9,692万5,000円で、町民税及び固定資産税の増

などにより、前年度から５億2,168万6,000円の増となりました。

地方交付税は20億5,953万4,000円で、特別交付税の増などにより前年度から1,784万8,000円の増と

なりました。

国庫支出金は59億5,771万5,000円で、福島再生加速化交付金の増などにより、前年度から44億

5,037万4,000円の増となりました。

県支出金は14億413万8,000円で 避難地域復興拠点推進交付金の増などにより 前年度から8,845万、 、

7,000円の増となりました。

繰入金は56億3,144万2,000円で、福島再生加速化交付金基金、東日本大震災復興基金などの基金か

ら繰入れを行い、各種事業に充当いたしました。

次に、歳出の決算概要について性質別に申し上げます。義務的経費は15億539万円で、昨年度実施

した電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金事業などの扶助費の減により、前年度から１億

4,802万1,000円の減となりました。

投資的経費は45億3,078万1,000円で、双葉駅西地区復興拠点整備事業費の減などにより、前年度か

ら14億4,904万9,000円の減となりました。

その他の経費は124億5,086万5,000円で、福島再生加速化交付金基金費などの積立金及び下水道事

業会計への補助金などの増により、前年度から62億7,953万3,000円の増となりました。

認定第２号 令和６年度双葉町国民健康保険特別会計決算の認定についてでありますが、令和６年
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度決算額は、歳入総額13億2,228万7,000円、歳出総額12億4,157万4,000円で、歳入総額から歳出総額

を差し引いた形式収支及び実質収支は8,071万3,000円となりました。

歳入は 県支出金が10億5,413万4,000円で 歳入総額の79.7％を占めており 国庫支出金が9,110万、 、 、

円となりました。また、保険基盤安定繰入金など一般会計からの繰入金は9,537万1,000円で、前年度

と比較すると293万6,000円の減となりました。

歳出は、保険給付費が９億1,417万1,000円で、歳出総額の73.6％を占めており、次いで国民健康保

険事業費納付金が２億4,269万1,000円となりました。

保険給付費を前年度と比較すると421万6,000円の増となり、被保険者１人当たりの保険給付費の支

出額は50万3,675円で、前年度と比較して２万1,707円の増となりました。

認定第３号 令和６年度双葉町公有林整備事業特別会計決算の認定についてでありますが、令和６

年度決算額は、歳入歳出総額ともに135万9,000円となりました。前年度決算額165万7,000円に対し、

29万8,000円の減額となりました。

歳入については、全て一般会計からの繰入金となります。

歳出については、公有林整備事業費の森林国営保険料が50万4,000円、公債費の公有林整備事業債

に係る元利償還金85万5,000円を支出しました。

認定第４号 令和６年度双葉町介護保険特別会計決算の認定についてでありますが、令和６年度決

算額は、歳入総額11億668万9,000円、歳出総額９億2,989万7,000円で、歳入総額から歳出総額を差し

引いた形式収支及び実質収支は１億7,679万2,000円となりました。

歳入は 災害臨時特例補助金など国庫支出金が４億9,362万8,000円 支払基金交付金が２億2,727万、 、

8,000円、繰入金が一般会計からの繰入金など１億9,421万3,000円、県支出金が１億3,935万円となり

ました。

歳出は、保険給付費が７億7,442万7,000円で、前年度から2,824万1,000円の減となり、歳出総額の

83.3％を占めており、次いで国、県等の返還金など諸支出金が9,072万6,000円、地域支援事業費が

4,093万6,000円、総務費が2,377万4,000円、基金積立金が３万4,000円となりました。

認定第５号 令和６年度双葉町後期高齢者医療特別会計決算の認定についてでありますが、令和６

年度決算額は、歳入総額3,300万円、歳出総額3,206万9,000円で、歳入総額から歳出総額を差し引い

た形式収支及び実質収支は93万1,000円となりました。

歳入は、後期高齢者医療保険基盤安定繰入金など一般会計からの繰入金が2,674万4,000円で、歳入

総額の81.0％を占めており、次いで諸収入が273万9,000円、繰越金が70万3,000円となりました。

歳出は、後期高齢者医療広域連合納付金が2,328万4,000円で、歳出総額の72.6％を占めており、次

いで総務費が575万8,000円、保健事業費が232万4,000円、諸支出金が70万3,000円となりました。

認定第６号 令和６年度双葉町下水道事業会計決算の認定についてでありますが、令和６年度決算

額は 収益的収入及び支出のうち 総収入は２億9,144万6,000円となり その内訳は 営業収益が639万、 、 、 、
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9,000円、営業外収益が２億5,127万円、特別利益が3,377万7,000円となりました。

同じく総支出は２億5,894万8,000円となり、その内訳は、営業費用が２億4,836万4,000円、営業外

費用が1,003万7,000円、特別損失が54万6,000円となりました。

また、資本的収入及び支出のうち、総収入は４億1,968万8,000円となり、その内訳は、他会計出資

金が３億2,962万6,000円、他会計補助金が9,006万2,000円となりました。

同じく総支出は４億5,346万4,000円で、その内訳は、建設改良費が1,969万7,000円、企業債返還金

が7,036万5,000円、基金積立金が３億6,340万2,000円となりました。

資本的収入及び支出の不足分を収益的収入及び支出にて補てんした後の利益剰余金は、税抜き額で

3,584万9,000円となりました。

同意第３号 双葉町特別功労表彰の同意を求めることについてでありますが、双葉町表彰条例第３

条第１項第６号の規定により、議会の同意を求めるものであります。松浦雅治氏は、双葉町消防団員

として、昭和56年から永年にわたり強い責任感を持って誠実に職務を遂行され、地域消防活動の発展

に寄与されました。

（ 議長、休議して」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 休議いたします。

休憩 午前１０時０６分

再開 午前１０時０６分

〇議長（岩本久人君） 会議に戻します。

◎発言の訂正

〇議長（岩本久人君） 町長。

（町長 伊澤史朗君登壇）

〇町長（伊澤史朗君） 訂正をお願いしたいと思います。

議案第44号 「双葉地方町村会に設置した審査会で」と言うべきものを「審査」と言ってしまいま、

した 「審査会」と訂正をお願いいたします。。

また、認定第１号の「令和６年度双葉町一般会計決算」と言うべきところを 「令和６年度双葉町、

一般会計」と言いましたので 「決算」を追加していただきたいと思います。、

よろしくお願いいたします。

〇議長（岩本久人君） ただいま町長、伊澤史朗君から発言訂正の申出がありましたので、これを許

可いたします。

〇議長（岩本久人君） これで提案理由の説明を終わります。
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◎監査委員報告

〇議長（岩本久人君） ここで、監査委員に決算等に係る審査意見書の報告を求めます。

監査委員、石川雄彦君。

（監査委員 石川雄彦君登壇）

〇監査委員（石川雄彦君） おはようございます。監査委員の石川です。総合審査意見での重点的な

部分について述べさせていただきます。

初めに、令和６年度双葉町一般会計及び特別会計については、予算執行状況は適正と認められまし

た。

、 、 、歳入決算に係る収入未済額には 町税及び住宅使用料の未納額が含まれており 町税等については

これまで減免されていた影響により滞納額の累積が懸念されます。専門家に助言を求めるなど適切に

対応していただければと思います。

基金については、当町の復興を推進していく財源として、後年度の財政負担軽減のためにも、今後

も適切かつ効率的な運用が必要でありますが、処分年限が決まっているものもありますので、運用が

無駄なものとならないよう、基金目的に沿った適切な取崩しも意識していただきたいと思います。

各事業において、その多くが国、県から交付される依存財源により執行されておりますが、今後そ

の補助金等の削減が懸念されるため、国、県への財源確保の要望を並行しつつ、自主財源確保の取組

と今後のシミュレーションを行っていただきたいと思います。

次に、令和６年度双葉町下水道事業については、適正に執行されているとともに、経営成績及び財

政状況を適正に表示しているものと認められました。

、 、 。また 公営企業会計への移行についても適正に移行 処理されていることについても確認しました

決算審査時の附属書類の提出などについては、不慣れな点が見受けられましたので、次年度から改

善を求めます。

今後は、公営企業会計の仕組みを十分に理解し、企業経営の視点を取り込み、原子力営業損害賠償

金の適切な請求や災害時の危機管理体制の強化など、持続可能な下水道事業の経営に努めていただき

ますようお願いいたします。

次に、財政健全化判断比率については、財政健全化指数のうち、実質公債費比率は、３カ年平均で

2.0％となり、早期健全化基準の25％を大幅に下回り、前年度より1.1ポイント改善しています。今後

も財政の健全化に努めていただきたいと思います。

最後になりますが、管理職も含めて、各職員の超過勤務の状況や最終退庁時間を確認させていただ

きました。一般職の職員については、超過勤務時間の改善が見られましたが、管理職の勤務時間外の

在庁時間が多く、勤務時間外在庁時間が毎月100時間を超える管理職職員も散見されました。管理職

も含め、職員の身体的、精神的負担を考慮し、労働環境の改善と労働時間の管理徹底をお願いいたし
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ます。

また、一般職員の職務が管理職職員によって遂行されることがないよう、一般職と管理職の職務の

違いを明確化するとともに、一般職職員の人員確保を計画的に進め、また管理職特別勤務手当の該当

事由の見直しや管理職手当金額の見直しなどの検討をお願いいたします。

以上、令和６年度の決算審査に係る監査委員の報告といたします。

〇議長（岩本久人君） これで監査委員の報告を終わります。

◎同意第４号の上程、説明

〇議長（岩本久人君） 日程第28、同意第４号を上程いたします。

この件については、地方自治法第117条の規定により私が除斥となりますので、退場いたします。

副議長に議長の職務を行っていただきます。

副議長と交代いたします。

（議長、副議長と交代、８番 岩本久人君退場）

〇副議長（高萩文孝君） 同意第４号の提案理由の説明を求めます。

町長、伊澤史朗君。

（町長 伊澤史朗君登壇）

〇町長（伊澤史朗君） 同意第４号 双葉町教育委員会委員の任命についてでありますが、山本眞理

子委員が９月30日をもちまして任期が満了となります。山本委員は、教育委員として３期12年務めら

れ、双葉町教育行政の進展に大きく寄与されました。改選期に当たり、山本委員の再任をお願いする

ものです。

山本委員は、教育並びに文化スポーツ等に識見を持ち、適任者であると考えますので、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、教育委員の任命をするため、議会の同意

を求めるものです。よろしくお願いいたします。

〇副議長（高萩文孝君） これで提案理由の説明を終わります。

議長の除斥を解き、入場を求めます。議長は入場されて議長席にお着きください。

議長と交代いたします。

（８番 岩本久人君入場、副議長、議長と交代）

〇議長（岩本久人君） ここで、暫時休議します。

休憩 午前１０時１６分

再開 午前１０時３０分

〇議長（岩本久人君） 会議に戻します。
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◎一般質問

〇議長（岩本久人君） 日程第29、一般質問を行います。

通告順位に従って行いたいと思います。

通告順位１番、議席番号６番、菅野博紀君の一般質問を許可いたします。

６番、菅野博紀君。

（６番 菅野博紀君登壇）

〇６番（菅野博紀君） 改めまして、こんにちは。通告順位１番、議席番号６番、菅野博紀。ただい

ま議長の許可が出ましたので、一般質問を行いたいと思います。

では、１番、災害対応について。令和７年７月30日にカムチャツカ半島付近で発生した地震の影響

により津波注意報・警報の発令がありましたが、町では対策が万全であったのかお伺いします。

また、今回の対応を踏まえて、今後の改善策があればお伺いいたします。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

（町長 伊澤史朗君登壇）

〇町長（伊澤史朗君） ６番、菅野博紀議員の質問にお答えいたします。

１、災害対策について。災害対策についてのおただしですが、まず災害対策の要となる双葉町地域

防災計画について、東日本大震災及び原子力災害の教訓を踏まえ、令和５年度に抜本的な見直しを行

った上で運用しているところであり、改定した地域防災計画に基づき、原子力発電所事故も想定した

複合災害へ対応するための職員演習を毎年実施しているところです。

また、災害対策本部をはじめとする庁内体制や住民への連絡体制の確認はもとより、防災行政無線

の整備や避難者の一時受入れ運用マニュアルの作成などの体制強化を図るとともに、昨年は新山及び

長塚地区に備蓄倉庫を新たに設置し、約1,000名が５日間程度避難することを想定した備蓄量を確保

し、発電機や移動式蓄電システムなどの備品等も配備するなど、現時点で想定できる災害対策を十分

に進めてまいりました。令和７年７月30日に発令された津波警報では、地域防災計画に基づき災害対

策本部を設置し、警報発令後直ちに沿岸の中野、中浜、両竹、郡山、細谷、中田地区に避難指示を発

令するとともに、役場庁舎内の会議室を一時滞在施設として運用し、町民の皆さんや町内企業の従業

員の方など最大82人を受け入れ、備蓄品等の配布を行いました。

また、町職員及び双葉町消防団員が街頭誘導を行い、避難指示区域に立ち入らないように注意喚起

を行うとともに、町内に居住する独居高齢者や沿岸部にお住まいの方の安否確認を行うなど、津波警

報が解除されるまでの間、町職員と町民の皆さんが連携して適切な対応ができたと考えております。

一方で、帰町後初めてとなる津波警報の発令であったため、備蓄品の配布や街頭誘導の手配に時間

を要したこと、町内企業などへの発災時の連絡体制や一時受入れ時の情報伝達が不十分であったこと

など、細かい業務分担を含め、新たな課題が生じたことから、従事した職員へのアンケート調査を実

、 、 、施し 改善すべき点を十分に検証するとともに 災害協定の締結などを視野に関係機関との連携強化
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さらには今議会に上程した補正予算に新たに災害演習の実施に係る経費を計上し、新たな課題にも対

応した訓練を実施するなど災害対策の充実を図ってまいります。

〇議長（岩本久人君） ６番、菅野博紀君。

〇６番（菅野博紀君） 今1,000食分が５日間という答弁があったのですけれども、例えば今から昼

間の作業員、原子力関係の作業員、あと町民、一番先は町民ですよね、双葉に住んでいる。あと、町

関係の作業員、あとホテル、今も建設していますけれども、そういうところまで多分今度は受入れし

なくてはならなくなると思うのです。1,000食で足りるのかという問題と避難場所、例えばここは前

田川があります。過去に昔氾濫した事例もあります。そういうのを考えると、どうしても避難場所の

確保と、あとやっぱり備蓄品、あと災害協定、イオンさんができたので、もちろんやっていると思う

のですけれども、東日本大震災の時は、コンビニとかスーパーとかいろいろあって災害協定は結んだ

と思うのですけれども、今圧倒的に少ないので、そういうものも考えると、ちょっと不安があるかな

というので、補正立ててでも、やっぱりそういうものをやらなくてはならないし、備えなくてはなら

ないと思うのです。本当に教育委員会のほうまで飛ぶと、これ駄目であれば止めてもらっていいので

すけれども、学校建設に関しても、やっぱり行政とも、縦のつながりではなくて横の連携を取って、

例えば避難場所で、今この前の計画で今後考えますと言っていたのですけれども、プールもないので

す。プールの役割というのは、トイレの水、流したりするのにバケツとかそういうもので、タンクに

貯まった水は、やっぱり例えば炊き出しとかそういうものに使えます。そういう役割もあるので、ぜ

ひそういうところも連携して、町としての意見もどんどん入れてもらって、災害に備えるような体制

を取っていっていただきたいと思っています。でないとこれからどんどん帰ってきたりここで仕事を

、 、したりとかそういうふうになってきたときに 対応できるのにしていないと後々問題にもなりますし

あとは職員の体制、この前は多分職員さんもかなり大変だったと思うのです。だから、そこら辺の体

制も考えて、なるべく負担のかからないような体制づくりとかそういうのを、いろんないきさつとか

助言とかいただいて、そういう体制づくりもしてほしいなと思いますが、町長、何かお考え、今後や

っていってもらえるのか。備蓄倉庫もそうですが、学校のことは言えるかどうか分からないのですけ

れども、やっぱり関わらないと、高いところでいいところでとなってくれば、そういうのがあるのか

なと思うのですけれども、町長、何かご答弁お願いできれば。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

〇町長（伊澤史朗君） 菅野議員の再質問にお答えいたします。

議員ご指摘のとおり、避難所の確保であったり、まず町内の居住人口、現在は195名おりますが、

日中の人口はかなりの数おられると思います。中野地区の復興産業拠点で働いている方、復興作業、

事業、さらには東京電力の作業をしている方、ホテルに宿泊している方、そういった方をトータルで

考えるとかなりの数ということで、町としてはそういったことも含めて、今現在1,000名程度の避難

、 。 、者があったとしても ５日間は備蓄倉庫で対応できるような考えで対応しております しかしながら
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これから交流人口も含めてどんどん増える可能性はあるということで、柔軟に議員からご指摘ありま

した交流人口の拡大も見据えて備蓄倉庫の増設も、これはその時その時の対応を早め早めに検討して

いかなくてはならないということで、補正も含めて考えていきたいというふうに思っています。

まずは、被災をされた方たちが安心して避難をしていただくような取組も含めて、今後カムチャツ

カ半島沖の地震の警報につきましては、震災後初めての体験ということで不慣れな部分もありました

けれども、そういった不慣れな部分であって今回問題だったものを洗い出して、それを改善してスム

ーズな対応ができるように取り組んでいくというふうな考えでおります。

学校に関しましては、令和10年４月の開校を目指している新しい学校を念頭に整備を進めておりま

すが、避難者の受入れについては、近隣自治体との災害協定などの手段による避難場所の確保にも努

めていきたいと思います。

〇議長（岩本久人君） ６番、菅野博紀君。

〇６番（菅野博紀君） ありがとうございます。柔軟な、先ほどちょっと抜けたのが、観光の方もい

らっしゃるので、そこも含めて対応をお願いしたいなと思います。学校も、できれば避難者を受け入

れられるような体制づくりもお願いします。

２番に移ります。原子力損害賠償について。令和７年第２回定例会でも質問しましたが、原子力損

害賠償紛争審査委員会の方々と町民との意見交換会の開催について、その後、進展があればお伺いい

たします。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

（町長 伊澤史朗君登壇）

〇町長（伊澤史朗君） ２、原子力損害賠償について。原子力損害賠償についてのおただしですが、

これまでの議員からのご指摘を踏まえて、原子力損害賠償紛争審査会委員と町民との意見交換会を開

催すべく、事務方で調整を進めてまいりましたが、今月１日に原子力損害賠償紛争審査会の大村会長

ほか委員による双葉町内の現地視察と、町との意見交換終了後、審査会委員と町民３名による意見交

換を開催することができました。意見交換では、町民の方からふるさとに帰還できていない苦悩や将

来が見通せない不安な生活を強いられている心情など、町民の皆さんを代表して複雑な思いを丁寧に

伝えていただきました。

賠償に対する要望としては、帰還困難区域の全域解除前に賠償が終了することがないようにとの意

見のほか、農業、漁業と商工業の賠償に差が生じていることの不均衡、移動経費などの避難による損

害が継続している実情などを理解してほしいとの訴えがありました。

原子力損害賠償紛争審査会からは、今回いただいた意見は、次回の審査会で共有させていただき、

今後の審査に生かしていきたいとの回答がありました。審査会委員との意見交換については、それぞ

れのお立場から、現在の状況や思いを直接お伝えいただく大変有意義な機会であると考えており、町

としては、今後ともあらゆる機会を捉えて意見交換の場が提供できるように要望してまいります。
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〇議長（岩本久人君） ６番、菅野博紀君。

〇６番（菅野博紀君） ご答弁ありがとうございます。町長、今日、行政報告でも先ほど、解除され

た地域、地域の賠償もおかしいのですけれども、解除されていない地域はまだ被害は続いていると思

うのです。そこら辺が多分分かってもらっていないなというのがあれなのですけれども、町長がこの

委員会の方々に言っているのは分かるのです。けれども、例えば我々議会、要望書を出しました。連

名で出しました。その議論を議会でしていないです。それだけやっぱり他人ごとという人が多いので

す、この町の中にも。やっぱり言うのであれば意見を聞いて言わないと、要望書を出さないとおかし

いなというのは、町長ではないので、代表で出る人は、今回１人出た方知っていて電話来て、みんな

に聞いているのだと言われて、こういう審査会の人が来るから何か言わなくてならないことという相

談を受けました。やっぱりそういう方々が出ないとまずいのかなというのと、多分この大村さんです

か、会長。各委員の方というのは、多分大学の教授とかそういうのありますよね。結局は国の補助金

もらって国に何もやるなみたいな感じなのかなと思ってしまうのです。自分が被害を受けた人が、こ

の紛争審査会に３分の１ぐらいいないと、多分体験していないので分からないと思うのです。過去に

前々議長と町長と田中会長さん……

（ 内田会長」と言う人あり）「

〇６番（菅野博紀君） 内田会長さんの時代に現状を見せて、うちの賠償は、ちょっと随分やっても

らったという経緯は、私どもは知っています。それは全部、私たちも今度来るから、おまえらは連れ

ていけないけれども、ちゃんとやるだけやってくるという話は聞いていました。

それで、委員の方々にも原子力発電所の中とか、そういう危険なところもちゃんと見てもらって、

もし何だったらＡＬＰＳ入ったときに、これは飲める水なのですよと説明、町長が議員の時に受けま

したよね。飲んでも大丈夫ですよと。それを実践してもらって、僕たちの被害者の現状をちゃんと把

握してもらわないと 地震で何日か電車止まった 帰るときに歩いただけではなくて 今現在この14年、 、 、

何カ月と被害が続いているのです。それを町長だけではなくて出る人みんなで、でなければ町民みん

なで話を聞いてもらってやらないと、多分伝わっていないと思うのです。他人ごとだと思うのです。

現状を見ましたよ、来ましたよ、いいでしょうというのはちょっとおかしいので、自分だったらどう

なのというのがすごく僕は思うのです。ここにいれば生活費もあまりかからない。自分の家の畑で野

、 。 。菜も採れる 米も自分の家で作っている そういうので物価高でもかなりの被害を受けているのです

、 。それはもう全国民一緒ですけれども それ以上にこの地域の人たちは被害を受けていると思うのです

、 、 。町長 ぜひ町長もやってくれているのを認めているのですけれども まだ足りないとは言わないです

やっているのは十分だと思うのです。相手側に問題があると思うので、これはもうちゃんと町民一人

一人の意見も聞いてもらってやらないとおかしいと思うし、やっぱり出席する方、こういう委員の方

が来るときに、そういう方がやっぱり役職とかそれだけではなくて、町民の意見をちゃんと言える方

にしてほしい。町で多分選ぶと思うので、そこら辺はやっぱり変えていって、これ賠償に関しては、
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もう矛盾点ばっかりです。この大村会長はどういう方だか知らないですけれども、大学の教授だとし

たら、国の補助金一切なしにしてもらって、そういうところのお金もあれしてもらってやらないと、

そういう補助金とかもらっている大学の教授とか、そんなのはこんなようなあれでは全然信用できな

いので、困っている人が困っているような賠償だと思うのです。全然まともではないので、ここら辺

町長、今後、町長の行動が悪いと言っているのではなくて、何かこういうふうにしたいなとか、こう

いうふうに協力してほしいようなことがあれば、町民の方も見ているので、何かあればちょっとご答

弁お願いします。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

〇町長（伊澤史朗君） 菅野議員の再質問にお答えいたします。

まず、原子力賠償紛争審査会、これは初代の会長からずっと町内に意見交換ということで来ていた

だいております。初代の会長の能美会長の時には、元議長の佐々木議長と郡山地区の細谷で明治時代

に建っていた家屋を２棟見ていただきました。震災後ですから、普通はもう破損とかなっているので

すけれども、そういった部分に関してはほとんど問題ないのです。昔のいわゆる伝統工法といいます

か日本の大工さんの技量といいますか、そういったものがしっかりとされていた、100年以上たった

建物を見ていただきました。その時に、原賠審の考え方は、減価償却ということで、年数が経てば経

つだけ、いわゆる賠償の制度はもう落ちてしまうと。当初、皆さん覚えていると思いますけれども、

もう30％まで古い家屋に関しては落ちたのです。それはおかしいでしょうと。当時の佐々木議長と私

と、これ能美会長、では避難している町民の人が住んでいるいわきにこの建物を移築したときに、あ

なた方が言っているこの評価額の30％で建つのですかという話をしました。そういったことで、能見

会長とも喧々諤々ずっとやり取りしながら、最後に能美会長が、私が見た感じでは、ぱっと自分の中

で納得したというか得心したような感じを見受けたのです。それが、今、被災をした人たちが住宅を

建てたときに、住宅確保損害という制度になったと確信しています。そういったようなことで、当時

最初の頃の原賠審に関しては非常に原理原則だったのですけれども、理解をすると動いてくれたとい

う傾向はありました。残念ながら、２代目以降の原子力損害賠償紛争審査会の会長さんはじめ委員の

先生方に訴えても響かないのです。今の賠償の制度というのは、避難してから平成30年３月までの賠

。 、 。償なのです 双葉町はどうかというと 令和４年８月30日まで避難指示解除するまで11年５カ月です

今まで避難をされた町民の皆さんがいただいているのは７年分なのです、簡単に計算すると。我々言

っているのは、最低でも我々の避難指示解除をした令和４年８月30日、11年５カ月。ですからプラス

４年５カ月分は、これは考え方として、町民の皆さんに賠償として請求する権利があるし、出さなく

てはならないでしょうと。それを毎回毎回やっているのです。ところが、そういう考えではなくて、

一律でという考え方を原賠審の先生方は言うのです。いや、一律ではないでしょう。あなた方が言っ

ているのは、被災者一人一人に寄り添って、被災の実情、実態によって賠償はしますということを言

っているわけなのだから、個人個人で町民の人たちが訴えることができないから我々は代弁してやっ
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ているのですよという話を毎回やっています。毎回そこが平行線なのです。今回は、私もちょっと頭

にきたわけではないのですけれども、あまりにも、ぬかにくぎというか、言っても聞いてもらえない

人たちに、もう最後、言葉悪いのですけれども、情に訴えるというか、あなた方は法律の専門家でし

ょうと。国に雇われているわけではなくて、これは一つの原子力紛争審査会の委員として独立機関な

のだから、その被災をした人たちに公平公正に賠償というものは考えなくてはならないのではないか

と。あなた方この判断で、今どういう人たちから言われてそういうふうな判断をずっとやっているの

か分からないけれども、自分の家族とか子孫に、私たちは公平公正にこの取組をしたのだと言えます

。 。 、か それを考えてみてください 自分の身に置き換えてそういうふうな判断をしていただかなければ

我々は納得できるものでもないし、公平公正ということは常に、これは原理原則ではないですけれど

も、やらなくてはならないことをやらないことが私は問題だというふうな、最後言わせていただきま

。 、 、した そこで彼らがどういうふうな思いというか我々の考えを聞いてくれたか このことに関しては

もう答弁要らないからと。次回の、皆さんが戻ってこの紛争審査会の中で意見交換、協議をしていた

だいて、そういうことに対しての回答も含めてお願いしたいということで終わったのですけれども。

その後、町民代表の方が意見交換会ということで始まったのですけれども、議長は議長の立場として

しっかりと今回の賠償の取組に関しての不思議な点を申していただいたという経緯がありました。そ

んなことで、まず被害実情実態に見合った対応をすると言っていながらそれをやっていないことに、

私はずっと疑義を感じている一人でありますから、そのことは毎回原賠審の先生方来られたときには

お話をさせていただいております。

〇議長（岩本久人君） ６番、菅野博紀君。

〇６番（菅野博紀君） ご答弁ありがとうございます。僕も考えは一緒なのです。会社で言って、日

本は、普通は昇格しますよね、給料。だから、簡単に言うと、みんな給料一緒なのかと。この弁護士

先生だか大学の教授だか分からないですけれども、職員給料はみんな一緒かと。それは伝えてほしい

のです。

あと、自分たちが文部科学省、これ町長も知っているように、問い合わせしたときに、被害者がい

っぱいいるので、取りあえずは最低限の補償をします。文部科学省言っていました。国がころころ変

わっていいのかなと。信用もできないですよね。あと、商工業者、やっぱり辞めていく人が多いので

す。自分たちの、例えば土壌というのですか、地域がありますよね、商売をやっていた。そこは大事

で、できなくなったらもう辞めるしかないのです。賠償はもらいました。だけれども、賠償は確かに

もらったのですけれども、できるまで、待つまでにこんなに長かったら、もう辞めるしかないですよ

ね、跡継ぎいても何にしても。そういう状況。何で商工業だけ駄目なのか。これも伝えてほしいので

す。ということは、変な話、これこの人たちもお金要らないですよね。委員の方々も要らないという

ことですよね。人には、あなたたちは要らないでしょうと言って、自分たちだけもらっているという

のは、国の関わる委員会の方々が、そんなばかなことをやっていたのでは、ここ自由民主主義ですよ
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、 。 、 、ね 日本は その基本も分からないような方々がこういう委員会の委員で 会長だなんだというのは

資格がないと思います。人としてどうなのかなと。普通、人としてちゃんと法律を守って法律をつか

さどる人たちがこういうことをやって、これが自由民主主義と言えるのかなというのが僕も気持ちが

あります。悪いことをしてなったのだったらしょうがない。悪いことしていなくてこういうふうに被

害に遭った方々を、逆にこの大村さんをはじめ委員の方々は何を考えているのですか。いじめという

か、いじめ、言葉はちょっと見つからないのですけれども。余計苦しめているのです。それで国のお

金を使って、我々の税金、ちゃんと働いて税金を納めています。その税金を使って視察とか、こんな

ことを決めるような紛争審査会では何の足しにもなっていないし、予算の無駄だと思います。それを

、 、聞いている東京電力も僕はおかしいと思うので 今後もしそういうチャンスがあれば直接言いたいし

逆に言えば、本当にこの震災でご家族亡くなった人たちがいろいろいますけれども、自分の商売駄目

にされたとか、いろんな恨みつらみがあるわけです。

人の人

生を何だと思っているのかなというのがすごく大きくて、そこに意見交換する方がやっぱりちゃんと

町民の話も聞いてほしいし、できればこの方たちもそういう委員を受けたときは、やっぱり町長が言

うように公正で、あくまで被害を受けたのだから、被害者救済でしょう、普通は。この人たちは被害

者を救済しているのではなくて、逆に苦しめていると僕は思うのです。国をはじめ。だから、そこら

辺でぜひチャンスがあれば、町長、あくまでも町民全体と話ししてもらいたいというのは一つですけ

れども、例えば議員、議長だけではなくて僕らもこれ何の報告も受けていないので分からないので、

議員全員であたるような話もしたいなと思うので、ぜひそこら辺よろしくお願いします。

あと答弁あれば。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

〇町長（伊澤史朗君） 菅野議員の再々質問にお答えいたします。

まず、我々がどこでというか、この賠償のスキームそのもの本来は、いわゆる交通事故の保険で１

日4,000円で１カ月、30日で12万円だったのですけれども、その端数を切って10万円というのがこれ

決まっているのです。だけれども、この制度の中の文言には「最低の賠償です」という言葉を言って

いるのです。最低の賠償と言っていながら、何らそのことに関しての改正もなされていないのです。

。 、 。 、幾ら言っても変わらない 原賠審の方には 被災者代表を入れてくれと 原賠審の中に入れてくれと

。 。 、 、これは前の町長の時から言っています 私になってからもこれはずっと言ってきました でも 全然

被災者代表を入れることもしなかったと。簡単に言うと意見を聞いていないということにも同じ、直

結することなのかなというふうな感じをしています。ですが、このスキームを変えてしまうと、被災

をされた人たち全部になってしまうので、町としては一点集中で、この避難指示解除の時期というこ

とで、今、国と以下原賠審とか、国に対しては交渉しています。当然東電にもこの申入れはしていま

す。そういったことで、どうしても納得できないというのはそこの１点だけ、まず我々はもうこの争
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いというか取組はここで、言葉悪いのですけれども闘うしかないと、そういうふうな考えで、まずは

令和４年８月30日と。ただし、それ以外の帰還困難区域はまだ避難指示解除していませんから、そち

らはその次のステップでまたやりましょうと。まずはここで１回決着、言葉悪いのだけれども、そう

いうふうなものをやっていくというのが我々としては考えています。それぞれのいろいろな職種とか

何かに関しての賠償の不公平感、不公正感というのは分かっています。だけれども、それは我々のレ

ベルでは対応しきれない状況に今なっています。いろいろな職種に関しては。なので、双葉町町民の

、 、 、 、全体的なことからいくと この時期 令和４年８月30日というのが もうこれが一番可能性というか

我々ここでもうとことんやっていくしかないのではないかなというふうな考えで、町としてはそうい

う取組をさせてもらっています。それ以外のものに関しては、当然やらなくてはならないことはあり

ますが、まずできるものからやっていくしかないだろうと。今ここに至って、震災から15年もたって

います。納得されていない方が大勢いるというのは十分理解していますし、そういったものに少しで

も、朗報とは言わないまでも、町もしっかりやったなというふうに思ってもらえるような結果を出し

ていかなくてはと思っていますので、そういった部分に関しては議会と連携しながら取り組んでいけ

ればと思っています。

（ 休議」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 休議。

休憩 午前１１時０５分

再開 午前１１時０５分

〇議長（岩本久人君） 会議に戻します。

◎発言の取消し

〇議長（岩本久人君） ６番、菅野博紀君。

〇６番（菅野博紀君） 私の一般質問の中で という言葉を使ったのですが、それを取消しを

お願いしたいと思います。

〇議長（岩本久人君） ただいま菅野博紀君から、今申し上げた部分の発言を取り消したいという申

出がありました。

お諮りします。これを許可することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 異議なしと認めます。

よって、菅野博紀君からの発言の取消しの申出を許可することに決定しました。

（ 休議」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 休議。



- 25 -

休憩 午前１１時０６分

再開 午前１１時０７分

〇議長（岩本久人君） 会議に戻します。

通告順位２番、議席番号４番、伊藤哲雄君の一般質問を許可いたします。

４番、伊藤哲雄君。

（４番 伊藤哲雄君登壇）

〇４番（伊藤哲雄君） おはようございます。議席番号４番、通告順位２番、伊藤哲雄。ただいま議

長より一般質問の許可が出ましたので、通告に従い一般質問をさせていただきます。

まずもって、冒頭より、震災・原発事故から14年６カ月が経とうとしていますが、日頃より執行部

職員の皆様におかれましては、双葉町の復興再生に日夜職務を遂行されていることに衷心より敬意を

表したいと存じます。先般８月１日には商業施設のイオン東北様がオープン、さらには県道井手長塚

線・長塚跨線橋が開通されました。誠におめでとうございます。そして、多種多彩に双葉町民の皆様

に向けて事業推進をされていることに厚く御礼申し上げます。今後の双葉町のさらなる人口増加、そ

して安全安心な住みよい双葉町につながっていくものと切に望んでおります。

それでは、一般質問に入らせていただきます。①の営農再開について。営農再開を進めるためには

農地整備にまず取りかかるべきと考えますが、ほ場整備と基盤整備事業の町が把握している進捗状況

と、今後町ではどのように関わっていくのか伺います。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

（町長 伊澤史朗君登壇）

〇町長（伊澤史朗君） ４番、伊藤哲雄議員の質問にお答えいたします。

１、営農再開について。営農再開についてのおただしですが、議員ご指摘のとおり、農地整備は農

業の生産性を向上させ、本町の営農再開面積の拡大に向けた大事なプロセスであるとともに、我が国

の食料需給の安定につながる重要な取組であると考えております。

まず、町内におけるほ場整備事業につきましては、下羽鳥、長塚地区内で約37ヘクタールを区域と

して、県の県営土地改良事業として事業申請するために、地元から事務委任を受任した請戸川土地改

良区より事務手続を進めております。

また、基盤整備事業につきましては、町が事業主体となって進めることになりますが、福島再生加

速化交付金を活用した農業基盤促進事業として、地元からの要望により、上羽鳥地区の約13ヘクター

ル及び中田地区の一部の約５ヘクタールで測量設計業務に着手しております。

、 、 。また 下長塚及び三字行政区地区内においても 本事業に着手できるように準備を進めております

避難指示解除区域のうち土地改良事業の実施が決まっていない両竹地区については、町が地元農業者

、 。の今後の営農や土地改良事業の意向を把握した上で 地元のご意向に沿った事業を進めてまいります
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〇議長（岩本久人君） ４番、伊藤哲雄君。

〇４番（伊藤哲雄君） ただいまのご答弁ありがとうございます。今後のスケジュール感の確認をさ

れてました。現在の進捗状況、また福島県の計画状況、それから双葉町の今後の予定を今ご答弁いた

だきましたが、町長から答弁ありましたように、準備が進んでいるところ、準備が進んでいないとこ

ろ等々、各地区の差はございますが、まずもって農業の再生に向けて真剣に取り組んでいる状況を踏

まえて、町の支援、バックアップ等をお願いしたいなと私は思います。そのためにもやはり今後の農

業再生に向けての農業法人等、担い手に向けての農地整備をしていかなければならないと思っており

ます。基盤整備、ほ場整備が整備された暁には、今後の町の農業再生には大きく寄与できると思って

おります。そのためにもやっぱり町内の全般的に基盤整備、ほ場整備を進めていくべきだと思ってい

ることは肝要だと思っております。

それからもう一つ、帰還困難区域も将来やらなければいけない部分もありますので、その辺もぜひ

進めてもらいたいなと思っております。この件に関して、町のほ場整備関係、今後のバックアップ体

制を伺いたいと思います。よろしくお願いします。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

〇町長（伊澤史朗君） 伊藤議員の再質問にお答えいたします。

土地改良事業は、主に地元農業者からの申請や同意に基づいて行われます。面的な広がりや水利の

課題、担い手をどうするかなど地元による調整が必要であり、国の方針も示されていないことから、

現時点では検討の段階であると考えております。議員ご指摘の町としてのバックアップ支援というこ

とでありますから、当然農業に関しましては双葉町の基幹産業であるというふうに我々は認識してお

ります。一番の問題は担い手不足、下羽鳥地区にしても上羽鳥地区にしましても下長塚地区にいたし

ましても、まず担い手がほぼほぼいない状況であります。そういったことで、その農地を再生復興す

るとしたとしても、農地を利活用できる人たちがいないとこれどうしようもないので、そこの部分が

大きな課題であるとともに、逆にほ場整備、いわゆる農地の大区画化ができるとするならば、農業法

人が参入をしたいというふうないろいろな意向も伺っております。いずれにしても、まず地権者の皆

さんの農地を持っている方たちが、どういう考えを持ってやっていきたいのかということをしっかり

状況把握をしながら、その取組を進めていきたいというふうに考えております。

〇議長（岩本久人君） ４番、伊藤哲雄君。

〇４番（伊藤哲雄君） 町長のご答弁に、まさに後継者育成、私が思うには、やはりこのたび基盤整

備、ほ場整備を行う際に、やっぱりそういう将来を担うためにも、今後の若手に、家族ですか、そう

いう人達にも継承できるような体制を、町民が一丸となって農業を再生するという、これが一番いい

のかなと思います。そういうことで、農業を進めてもらえればなと思っておりますので、どうぞよろ

しくお願いします。

続きまして、２番目の鳥獣対策について。当町においてもクマ等の目撃情報があります。今後、町
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内居住人口増加や学校の再開に向けて、鳥獣対策が安心安全な住みよい環境に不可欠と考えます。ク

マ等の鳥獣に対する注意喚起や捕獲等の対策について伺います。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

（町長 伊澤史朗君登壇）

〇町長（伊澤史朗君） ２、鳥獣対策について。鳥獣対策についてのおただしですが、町内にはイノ

シシ、アライグマ、ハクビシンのほかに、ニホンザルやクマらしき目撃情報があります。特にクマに

ついては、断定には至っておりませんが、今年度は２件の未確定情報がありました。大熊町では４月

にツキノワグマが捕獲されたところです。議員ご指摘のとおり、今後の学校再開や帰還者、移住者に

対する生活環境、営農再開への支障とならない対策を講じていくことが重要であると考える一方で、

鳥獣の保護及び管理との両立を図る必要があります。

現在、イノシシ、アライグマ、ハクビシンを対象に、環境省が帰還困難区域、町が避難指示解除区

域の鳥獣捕獲を行っています。ニホンザルへの対策については、本町において管理事業実施計画を策

定し、部分捕獲の実施と生息状況の調査を行う予定です。ツキノワグマへの対策については、特に人

的被害を防ぐために注意喚起が重要です。そのため、本町では、目撃情報があった場合は、防災無線

による呼びかけや町公式ホームページ等での周知を行っています。さらに、クマの出没注意の看板を

県道35号いわき・浪江線沿いに11カ所設置しており、今年度は県道256号井手長塚線沿線に10カ所程

度設置をする予定です。

〇議長（岩本久人君） ４番、伊藤哲雄君。

〇４番（伊藤哲雄君） ただいまのご答弁ありがとうございます。最近の新聞紙上で、テレビ等、全

国的にクマの被害が多発しているという状況で、ただいま町長から言われましたように、クマ等の対

策として防災無線、看板等で注意喚起を行うということをされております。まだ法的なところは、双

葉町としては今後やられていくのか、その辺もお聞きしたいと思いますが、とにかく令和10年の４月

の学校再開に向けて、クマ等の被害に遭わないような防災対策、安全対策をお願いしたいなと思いま

す。

〇議長（岩本久人君） 伊藤議員、もう一度再質問。何を聞きたいのか。

〇４番（伊藤哲雄君） 町としての法的な部分は、今後考えていくのでしょうかということを。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

〇町長（伊澤史朗君） 伊藤議員の再質問にお答えいたします。

法的なということに関しましては、これは国が判断をするべきもので、町としてはそういったよう

。 、 、な国の判断を見ながら対応を検討していくということになります ただ 先ほど申し上げたイノシシ

、 、 、 、 、ハクビシン アライグマ ニホンザル クマに関しての取組は それぞれできる部分とできない部分

いわゆる一番問題になるだろうクマに関しましては、これ対応というのは非常に難しいものだろうと

いうふうに考えております。そういった部分で、猟友会も双葉町にありますし、そういった方々の意
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見も伺いながら対応を検討していく、そういうふうな考えでありますし、まずは人的被害がないよう

に、その取組というか考え方を優先的にやっていきたいというふうに考えております。

〇議長（岩本久人君） ４番、伊藤哲雄君。

〇４番（伊藤哲雄君） ただいまご答弁ありがとうございます。そういうことで進めてもらいたいと

思います。

引き続きまして、③、土砂災害警戒区域等における対策について。双葉駅東地区まちづくり基本構

想の区域内には、土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域に指定されている箇所があります。今後

の双葉町の復興において重要な役割を担う地域であり、新たに整備する学校に近接し、良質な居住環

、 、 。境の創出を図る上で 早急に地すべり防止等の対策を講じるべきと考えますが 町の考えを伺います

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

〇町長（伊澤史朗君） ３、土砂災害警戒区域等における対策について。土砂災害警戒区域等におけ

、 、 、る対策についてのおただしですが 議員ご指摘の区域は 福島県がいわゆる土砂災害防止法に基づき

土砂災害を防止するために警戒避難体制を特に整備すべき区域を土砂災害警戒区域として指定し、警

戒区域のうち、一定の開発行為の制限及び建築物の構造の規制をすべき区域を土砂災害特別警戒区域

として指定したものです。土砂災害防止法の目的は、土砂災害の恐れのある区域を明らかにし、警戒

避難体制の整備、住宅等の建築の制限、避難情報の提供などにより土砂災害の防止対策を推進するこ

とであり、町としては、法令に基づくソフト対策を優先して進めることが重要であると考えておりま

す。そのため、議員ご指摘の地すべり防止等のハード対策については、法令に基づき、特別警戒区域

内で建築などを予定しているものが対策を講じるべきものと認識しております。町が実施するソフト

対策としては、地域防災計画に警戒避難体制について定めるとともに、土砂災害の危険が予想される

降雨の際は、土砂災害警戒情報を周知するほか、特別警戒区域における一定の開発行為等の制限を徹

底しております。

また、町民の皆さんに、平時から土砂災害の恐れがある場所や避難所などを確認いただき、災害時

の適切な避難行動に役立てていただくため、双葉町土砂災害ハザードマップによる周知を行っている

ところです。今後のまちづくりにあたっては、土砂災害を含む災害のリスクに十分に留意しつつ、土

地利活用の在り方を検討することで減災に努めてまいります。

土砂災害特別警戒区域として指定すべきものですということで、ちょっと滑舌が悪くて聞き取れな

かったと思いますので、今の土砂災害特別警戒区域ということで、よろしくお願いいたします。

〇議長（岩本久人君）

〇４番（伊藤哲雄君）
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〇議長（岩本久人君）

〇４番（伊藤哲雄君）

〇議長（岩本久人君） 休議いたします。

休憩 午前１１時２９分

再開 午前１１時３２分

〇議長（岩本久人君） 会議に戻します。

◎発言の取消し

〇議長（岩本久人君） ４番、伊藤哲雄君。

〇４番（伊藤哲雄君） ただいまの質問に関しまして、取消ししますので、よろしくお願いします。

〇議長（岩本久人君） 再質問のところ。

〇４番（伊藤哲雄君） 再質問に関して取り消しいたしますので、よろしくお願いします。

〇議長（岩本久人君） ただいま伊藤哲雄君から再質問の部分の発言を取り消したいという申出があ

りました。

お諮りします。これを許可することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 異議なしと認めます。

よって、伊藤哲雄君からの再質問の発言の取消しの申出を許可することに決定しました。

〇議長（岩本久人君） ４番、伊藤哲雄君。

〇４番（伊藤哲雄君） 引き続きまして、④、下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を受けての

対策について。下水道管路の破損に起因すると考えられる道路陥没事故を受けて、国では、設置から

30年以上経過した直径２メートル以上の下水道管渠について、特別重点調査が進められております。

当町はこの特別重点調査の対象ではないものの、大震災の影響や経年劣化が懸念されます。当町にお

いてこのような事象の懸念箇所があるのか。また、過去に類似事案の発生はあったのか。さらに、今
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後の下水道管路等工事に際しての事業者に対する安全指導対策について伺います。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

〇町長（伊澤史朗君） ４、下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を受けての対策について。下

水道等に起因する大規模な道路陥没事故を受けての対策についてのおただしですが、議員ご指摘のと

おり 当町では国土交通省の全国特別重点調査の対象となる管路はありません 一方で 設置から40年、 。 、

以上経過した管路も存在するため、東日本大震災による管路の復旧とともに、経年劣化等への対策も

進めているところです。震災によるマンホールの破損や管渠のずれ、道路陥没は多数確認されました

、 。 、が 通常時における道路陥没等の事案は発生しておりません 避難指示が解除された区域においては

災害復旧工事が完了しているほか、令和５年度からは下水道への流入水対策としてカメラによる管渠

の流量や破損箇所の調査を進めており、今後必要な管渠の補修等を進めてまいります。

また、下水道区域のうち、いまだに避難指示の続く鴻草、下長塚、山田行政区においては、特定帰

還居住区域の避難指示解除に向けた災害復旧工事を進めており、目視やカメラによりマンホールや管

路の破損の有無を確認し、必要に応じた補修や耐久性に優れた管路への取り替えを進めております。

下水道管路等工事の安全指導対策につきましては、有毒ガスによる事故等の危険性もあることから、

法令を遵守した作業を行うことを徹底して指導しております。

〇議長（岩本久人君） ４番、伊藤哲雄君。

〇４番（伊藤哲雄君） ただいまのご答弁、誠にありがとうございます。この事故に結びつかないよ

、 、 。うに 今後も安全対策を徹底して 事業者の事故にならないようにご指導をお願いしたいと思います

まずもって答弁の全てそのとおりでございますので、今後、事業者が受注された場合は、ぜひ安全対

策に対してご指導をお願いしたいと思います。この件に関して、ご答弁ありがとうございました。

以上をもちまして、私の一般質問を終了させていただきます。本日はどうもありがとうございまし

た。

〇議長（岩本久人君） 休議いたします。

休憩 午前１１時３７分

再開 午前１１時３８分

〇議長（岩本久人君） 会議に戻します。

通告順位３番、議席番号２番、山根辰洋君の一般質問を許可いたします。

２番、山根辰洋君。

（２番 山根辰洋君登壇）

〇２番（山根辰洋君） お疲れさまです。議席番号２番、通告順位３番、ただいま議長より一般質問

の許可をいただきましたので、通告に従い一般質問をさせていただきます。

１、町内全域の線量低減・避難指示解除について。現在、町内に特定帰還居住区域を設定し、帰還
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意向がある住民の生活圏を優先して除染を進め、2020年代をかけて避難指示解除を目指しているとこ

ろかと思います。特定帰還居住区域の避難指示解除は、2020年代という時期が示されていますが、町

内全域の線量低減に向けての除染や、その先の避難指示解除は時期が示されておりません。町内全域

の線量低減や避難指示解除に向けて町としてどのような方針でこの課題に取り組んでいるか、現状と

今後のアクションについて伺います。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

（町長 伊澤史朗君登壇）

〇町長（伊澤史朗君） ２番、山根辰洋議員の質問にお答えいたします。

１、町内全域の線量低減・避難指示解除について。町内全域の線量低減・避難指示解除についての

おただしですが、特定帰還居住区域を除く町内全域の帰還困難区域の避難指示解除につきましては、

議員ご指摘のとおり 国から解除時期の見通しが示されていない状況にあります 一方 本年６月30日、 。 、

に閣議決定された第２期復興・創生期間以降における東日本大震災からの復興の基本方針において、

たとえ長い年月を要するとしても、将来的に帰還困難区域の全てを避難指示解除し、復興再生に責任

を持って取り組むと改めて明示した上で、空間線量率等、それぞれの土地の状況や地元地方公共団体

の意向も踏まえ、バリケード等の物理的な防護措置を実施しない立入規制の緩和を行うと新たな方針

が示されました。町としましては、発災から現在まで一貫して、一日も早い町内全域の避難指示解除

を求める方針は、いささかも変わっておりません。その上で、新たに示された帰還困難区域での活動

の自由化については、放射線防護はもとより、防災、防犯、有害鳥獣対策なども万全に行うなど、町

民の安全安心の確保を大前提に検討を進めるべきと考えております。

そのため、先月、町議会や大熊町との連名で政府与党に対して要望を行った際にも、先ほどご説明

した町の方針について言及させていただいたところです。さらに、避難の長期化により、すぐには帰

、「 」、「 、還意向を示すことができない町民から 自宅が朽ちていくさまを見ていられない いつまで除染

解体を待てばよいのか」といった悲痛な声が多く寄せられていることもお伝えし、帰還困難区域全域

の避難指示解除に向けた具体的な方針を速やかに示すよう強く要望してまいりました。

今後ともあらゆる機会を捉え、町民の安全安心を大前提に、町内全域の一日も早い避難指示解除と

必要な除染について、国に強く求めてまいります。

〇議長（岩本久人君） ２番、山根辰洋君。

〇２番（山根辰洋君） 再質問させていただきます。

まず、除染の前提としてというか避難指示解除、線量低減の前提としては、町としても、多分議会

としても全域除染、全域避難指示解除というところは変わらないところかなと思いますし、今、政府

方針の中でもそういった全域除染のほうは、時間をかけてもやっていくということで、ここは国も我

々町に関わる皆さんも、そこは変わらない決心というふうには思っているところであります。

ただ、一方で私が感じているところではあるのですけれども、この避難指示、除染であったり線量
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低減に関しては、汚されたものをそのままやっぱりシンプルに返すということが、本来必要なのだろ

うなというふうに思う一方で、ただ東京電力の除染の方針から、国が入って除染をしていくという流

れに変わっていく中で、どうしても社会的意義、絶対的にこの場所の再生をしていくという、皆さん

に財産を返していくであったりだとか、今、現状、生活者がいる中で、人の往来が増えてきたりだと

か、こういう環境の中でやっぱりそういった線量の高いところを残しておくというのは、生活者とし

ても、多分交流者としても、とても課題があるのだろうなというふうには思っていて、やっぱり社会

的意義としては、線量を下げていくということは絶対必要だと思うのですけれども、ただ一方で、税

金が入ってきたりしている中で、どうしても経済的な合理性みたいなところが、とても議論の中に入

ってきてしまっているような感じもしていて、やっぱりそこに意向がなければ、そこに生活の活動が

なければ、いろんなものがなければというものが、どうしても先行されてしまっているように見受け

られていて、この辺り、致し方ない部分もあると思うのですけれども、少しでもそこに活動がなくて

も、まずは財産を返していくというような動きも、とても重要であったりだとか、町としても土地が

やっぱりこういった線量が下がって、まちづくりに使えるような土地が増えてこないと、先ほど基幹

産業は農業という話もありましたけれども、そういったところの事業活動の広がりも見せていかない

とかなというふうに感じているところではありました。

その中で、もちろん今強く要望されている前提はあるとは思うのですけれども、やはり町として解

除された後の土地をどう使っていくかというところも一つのポリシーとして出していくことで、あと

除染の理由、線量低減の理由になっていくのではないかなというふうに思っていまして、今現在は、

住民の皆さんの意向をベースにして除染をしている状況だと思うのですけれども、一方でやっぱりま

ちづくりの観点から、ここは除染すべきという場所をつくっていって、特に農地とかは大きいと思う

のですけれども、そういったところを、事業活動であったり、所有者ではない方たちもどういうふう

に活用していくかというところも考えていくことで除染の範囲を広げていくという理由になっていく

のではないかなと思っていて、この辺りのやっぱり町としての意思というか、そういったものもつく

っていく必要があるのではないかなと思っているのですが、その辺りをひとつお聞きしたいなという

ところが１点でした。

もう一点が、先ほどの、ある意味活動の自由化というところのお話だったのですけれども、やはり

ここは線量が下がらない中で自由化していくということは、どうしても責任の所在が曖昧になったり

だとか、どうしてもそこは行政という枠組みの中で、国も含め町も含め、その辺りの放射線防護も含

めて責任が発生するというふうに思うので、その辺りかなりデリケートなのかなというふうに思って

いるところでした。この辺りの何か責任の明確化みたいなところも含めて、この辺りの発想をどうい

うふうに、自由化していく動きも大きくなってしまっている中で、やっぱりここの責任の所在であっ

たりその危険性の整理というところは、とても重要なのかなというふうに思っているのですが、この

辺り、この２点について、今のお考えをさらにちょっとお聞きしたいなと思います。



- 33 -

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

〇町長（伊澤史朗君） 山根議員の再質問にお答えいたします。

まず、基本的に我々ずっとお願いしているのは、帰還困難区域を含む全域の避難指示解除というこ

とは、これはずっと一貫して変わっておりません。なので、町域の全域の避難指示解除に向けての取

組というのは、これはもう常に言い続けておりますし、国も時間がかかろうとも帰還困難区域全てを

避難指示解除するというふうなことになっております。ただ問題は、今回の帰還居住区域の認定につ

いてもそうなのですけれども、帰還を希望する方を今回は優先をして、2020年代に帰っていただくと

いうふうな方針は示されております。果たして、残りの85％の帰還困難区域のうちで、いわゆる行政

、 、 、 、 、 、区でいいますと山田 石熊 寺松 渋川 鴻草 羽鳥の一部ということになると思うのですけれども

大部分の方、100％とは言えないですけれども、大部分の方というのは農家もしくは兼業農家だった

方が多いと思います。そうしたときに、いわゆる我々が特定帰還居住区域でお願いしているのは、国

の言う生活圏と我々の言う生活圏は違うのですよと。国は、単純にその帰還居住区域に住んでいる人

たちの、いわゆる住んでいるエリア、宅地、そこを意味しているような感覚なのです。だけれども、

今申し上げましたように、大半の方は農業もやっている方だということで、その住んでいる宅地だけ

ではなくて、農地もセットでやらないと、これ避難指示解除しても戻る意味もないし、原状復帰とい

、 、 。 、うか その農地も いわゆる生活の一部だということで我々は訴えています その辺が国との交渉で

、 、なかなか方向性というか 分かったというところまでいっていないというのが現状なのですけれども

ようやくある程度の地元の地権者の方の意向も、100％とは言えないですけれども、認めてもらうよ

うな形になって、今後進むようになると思います。そこが１点。

町として、議員お話しあった将来像というかその構想、考え方ということなのですけれども、まず

は今、避難指示解除した特定復興再生拠点区域のエリアの中の整備をまず第一に進めていくべきだろ

うと思っています。同時進行的にできればいいのですけれども、まずマンパワーの不足であったり、

、 、 、今 皆さんご存じだと思いますけれども 役場職員が通常業務だけではなくて災害業務ということで

非常に仕事が多い現状です。先ほど代表監査からもご指摘あったように、職員の仕事が多いというか

残業が多いということで、本来の普通の町役場の業務としてはちょっと厳しい状況になっていると。

そういったことも踏まえて、今、国、県、全国の自治体から応援職員をもらっていてやっと動かして

いる状況ですので、まずはできるところから。この考え方としては、当然これから避難指示解除する

だろう特定帰還居住区域もそうなのですけれども、まずこの中心部分である特定復興再生拠点の全体

、 、 、的な構想がしっかりと進めるべきが まず最優先課題だろうというふうに思っていますので その後

ある程度構想が決まっていったらば、その次の段階というふうな考えで、全体的に復興の取組ができ

ればいいのですけれども、なかなか今申し上げたような事情で厳しい状況にありますので、そういっ

た部分は優先順位をつけさせていただいて取組をさせていただきたいと、そういうふうに考えていま

す。
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〇議長（岩本久人君） もう一つありますね。

〇町長（伊澤史朗君） すみません。活動を帰還困難区域の中の規制の緩和ということなのですけれ

ども、こちらに関しては、責任の所在ということになりますと、私は考え方としては国だろうと思っ

ています。我々は、帰還困難区域の立入規制の緩和はありがたいのですけれども、実際に国の総理大

臣であったり、いろいろな各大臣が来られたときに帰還困難区域に入ってもらっています。その時に

申し上げているのは、野生動物が相当もうある意味増えていると。規制緩和したときに、入ったとき

に、イノシシも含め、人間に害というか危害を加えるだろうイノシシ、熊、猿、こういったものの対

応というのは十分検討されないと、その取組がされないと、入りました、規制緩和しました、けがし

ました、最悪の状況では死人が出ましたといったら、これはどうしようもないのですよと。だから、

その対応対策をして規制緩和というのはあるべきだということは強く申し上げております。しかも、

規制緩和をして入っても、ほとんど、もう農地は15年たっていますから、ある意味、原生林化してい

。 、 、 、 、るのです そうすると ある意味 野生の動物は入りやすくなっていますから 人間が入ったときに

逆の現象、前は農地とか何かを手入れしているから、人間が生活しているのだということを本能的に

分かって、野生動物は入ってこないのです。ところが、そういう状況でない。もう完全に原生林化し

、 、 、 。ていると 野生の動物は 自分たちのそこが縄張だ テリトリーだというふうな感覚を持っています

そういった中で、規制緩和というのは非常に私はハードル高いと思っています。国が言うような、そ

のままの取組でやってしまっては、これ大変なことになるので、そういうふうな防犯、防護対策をし

っかりとした上での自由化、規制緩和にしないと駄目だと思っています。

〇議長（岩本久人君） ２番、山根辰洋君。

〇２番（山根辰洋君） ありがとうございます。ちょっと１つ目の再々質問ということで、同時並行

して、なかなかいろんなものを着手するのは難しいというお話をいただいたところで、おっしゃる部

分はあるかなというところなのですが、一方で、広い範囲で可能な限り早く解除を進めていくという

、 、 、ことは 先ほど町長の答弁にもありましたけれども やはり家屋が朽ちていく様子を見ていくという

住民の皆さんの感情に寄り添っていくという部分では、それをなるべく前倒しでいくという努力も恐

らく必要なのだろうなと思っているところでした。なので、この辺りは、除染を、今の事業の状況だ

とどうしても国も絡みながら除染をゴールにしていくみたいな発想にどうしてもなってしまうように

、 、 、 、見受けられているので その先の世界観もセットで やはりこれは町が考えられないのであれば 国

県も含めて、この町をどういうふうにしていく、その除染の先をどういうふうにしていくのかという

のは一緒に考えてもらうべきことだと思うので、答えはもちろん住民の皆さんがベースではあるとは

思うのですけれども、ぜひ何かそういったものも、土地活用というところで必ず入っていただくのが

いいのではないかなというふうに思って、その辺りのアプローチが可能かどうかというのを再々質問

で１点させていただきたいというふうに思います。

あと、またその規制緩和の部分、今、町長答弁いただいたところで安心した部分もある一方で、や
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っぱり環境整備を必ずセットでというところは、強く要望が必要な部分なのかなと思ったので、この

辺りの要望のアプローチの継続というところを、もう一度ちょっとお聞きできたらなというふうに思

いました。

２点お願いします。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

〇町長（伊澤史朗君） 山根議員の再々質問にお答えいたします。

まず、土地の利活用に関する、町だけでは厳しい場合は、国のほうの支援というか応援もしたらい

いのではないかというご指摘です。これは、当然そういうふうなことも考えつつ、しかしながら土地

の所有者の皆さんの意向というのは一番大切なので、土地の所有者の皆さんがどういうふうなお考え

なのかというのをしっかりと把握をして取り組んでいきたいというふうに考えております。

あと、環境整備のアプローチですけれども、こちらに関しては、どこまでできるかというのが、ル

ールが今までの避難指示解除したエリアはもう決まっているのです。一番私が心配しているのは、帰

還困難区域の、今回特定帰還居住区域に該当している地区の人たちの宅地の後ろがほとんど山を背負

っているというお宅が多いのです。そういったものに関して、果たして今までの避難指示解除ルール

の、例えば20メートルルールなのですけれども、それだけで除染は足りるのかと。戻ってきてそこで

生活する人たちが安心できるのかというのは、これ何度も実は国との協議の中で話をしています。ル

ール上、今まで避難指示解除したところは、みんなそのルールでやっているのだということは分かっ

ています。だけれども、双葉町に関しては、福島第一原子力発電所の１号から４号機までの水素爆発

の影響というのは非常に色濃くまだ残っているというのは、これ紛れもない事実です。いまだに線量

で測ってみると、かなり高い線量のところがあります。ほとんどは山なのです。そこの対応は、これ

は国ともずっと協議をして、特に環境省のほうもそこの部分は理解していますから、何かいい方法は

ないかということで、今、環境省も十数年間、除染の取組をやっていますから、そういうふうな知見

ももらいながら、何とか戻ってくる皆さんの、その家の後ろの、いわゆる山の部分に関しては、皆さ

んが納得できるような除染でなければ、当然避難指示解除は、これは不可能ですから、そういったも

のはしっかりと国と協議をしながら進めていきたいというふうに思っています。

〇議長（岩本久人君） ２番、山根辰洋君。

〇２番（山根辰洋君） ２、産業振興について。当町の産業は、原子力災害による全町避難による壊

滅的な打撃を受け、町の再興を果たしていくためには新たな産業の軸を確立することが喫緊の課題か

と思います。中野地区復興産業拠点を中心に、国、県と連携した補助金の活用による企業誘致は進ん

でおりますが、町独自の産業を確立するまでには至っていない状況かと思います。今後、町として注

力する産業分野や規模を明確にし、環境整備などの方針を示すことが民間企業の投資判断において不

可欠と考えます。そこで、以下３点、町の考えを伺います。

１、今後、長期的にどの産業分野に注力し産業振興を進めるのか。



- 36 -

２、町独自の補助金と産業振興の仕組みを検討しているのか。

３、町の産業振興の方針を対外的に広報し、認知度向上を図る取組を検討しているか。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

（町長 伊澤史朗君登壇）

〇町長（伊澤史朗君） ２、産業振興について。産業振興についてのおただしですが、町では復興の

先駆けとなる働く拠点として、中野地区に産業団地の整備を進め、25件の立地協定を締結し、そのう

ち20件が操業を開始しており、産業復興の拠点として着実に実を結んでおります。今後、長期的にど

の産業分野に注力し、産業振興を進めるのかについてでありますが、これまで双葉町を支えてきた既

存の産業である農業や商工業の再生はもちろんのこと、中野地区復興産業拠点の誘致を進める中で、

、 、平成30年に双葉町企業誘致戦略を策定 復興状況や社会情勢の変化を踏まえて令和５年３月に改訂し

製造業や廃炉関連産業、福島国際研究教育機構での研究５分野に関する産業に関連する企業の誘致を

強化することとしております。

次に、町独自の補助金等、産業振興の仕組みを検討しているのかについてでありますが、県内、特

に被災12市町村内での企業立地については、国、県において様々な支援制度が構築され、既に整備面

や税制上の優遇措置があることから、町独自の支援としましては、町内全域を対象に事業所等を新設

した場合の操業奨励金や雇用促進奨励金などを実施しております。新たな産業振興の仕組みにつきま

しては、今後、商工会や中野地区復興産業拠点立地協議会などと議論してまいりたいと考えておりま

す。

次に、町の産業振興の方針を対外的に広報し、認知度向上を図る取組の検討についてですが、福島

県や福島イノベーション・コースト構想推進機構などが主催する企業立地セミナー等での中野地区復

興産業拠点のＰＲ活動とともに、本年３月に改訂した中野地区復興産業拠点ガイドブックを活用し、

認知度向上に努めているところでもあります。今後も国、県、関係機関、近隣町村とも連携を図りな

がら産業の振興に努めてまいります。

〇議長（岩本久人君） ２番、山根辰洋君。

〇２番（山根辰洋君） ご答弁ありがとうございました。今、中野産業拠点を中心に、誘致企業を中

心にというところで動いているところかなというところは確認はしているところではあるのですけれ

ども、今こういった誘致に関する事業というのは、結構大規模になりがちであったりだとか、あとは

結構経済合理性で物事が判断されたりすることも多いのかなと思っていて、やっぱり規模が大きいの

で、どうしても撤退された後の、やっぱりなかなか反動が大きかったりだとか、やっぱり地域で地道

に育てていくような産業を中心にしていくほうが、地域としては持続可能で力強いものになっていく

のではないかなというのを、最近ちょっといろんな地域の事例も拝見しながら感じているところでは

ありました。最近だと秋田県のほうで洋上風力が頓挫をして、一遍に事業としてプロジェクトがなく

なってしまったというような事例もあったというふうに伺っていて、やはりこの辺りどうしても合理
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的な部分でうまくはまらなくなってくることが、どうしても今来ていただいている企業さんに頑張っ

ていただきたいというのが前提としてはあるのですけれども、やっぱりどうしてもそういった合理的

にうまくいかなくなってしまったときに、やはりこうやって離脱してしまうという方たちが少なから

ずいるのではないかなと思っています。

特にさらに今、国、県のイノベーション・コースト構想というところを中心に、かなり大規模な誘

致というところで動いてはいると思うのですが、やはり地域の産業特性上、全く違うものを今、誘致

している状況だとは思うので、なかなか地元の企業がもともと既存の事業体、さっき農業、商業とい

うお話もありましたが、なかなかそういった方たちが手を挙げるような枠組みではないのだろうなと

。 、 、いうふうに思っているところでした なので さっきちょっともう一つお伝えしたいなと思ったのが

こういう既存の農業だったり商業に従事された方たちは、経済合理性で物事を判断せずにトライをす

る方はやっぱり多くて、本当にどちらかというと行動経済学というか、ここだからやりたいとか、こ

こでチャレンジできるからやりたいとか、もともとやっぱりふるさとだからここでチャレンジするの

だというような方たちに対する支援というのが、どうしても今少ないのではないかなというふうに感

じているところでした。今の東邦銀行の跡地中心にインキュベーションセンターという話も出ている

かと思うのですが、合理的な、大きな経済ではなく小さな、やっぱり皆さん双葉町のそもそもの産業

は小さな個人事業主の集合体で町の事業というのは成り立った部分も大きいのだろうなと思ってい

て、そういった方たちのパワーをどう取り込んでいくかというのも一つの町独自の進み方の一つにな

るのではないかなと思っていて、こういった枠組みづくりであったり、他地域だとそういった人の小

さな事業に支援するような、チャレンジするような事業もあったりすると思うので、そういったもの

に投資をしていくというのも、とても重要な発想なのではないかなというふうに思っているところで

す。

産業団地のほうは産業団地として、国、県の支援も受けながら挑戦はしていくところだとは思うの

ですが、一方でこういう町独自のもともとの持っていたなりわいの力強さは、小さいビジネスにある

のではないかなと思うので、そういったところの支援の仕組みづくりというところを検討していただ

けたらいいのではないかなと思っているのですが、そういったところの発想が、どういうふうに今現

在お持ちかどうかというところをちょっと改めて再質問させていただきます。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

〇町長（伊澤史朗君） 山根議員の再質問にお答えいたします。

、 、 、 。まず 中野地区の復興産業拠点 今現在25社と協定締結をして かなり大きい企業も入っていると

本来の、私の言い方で言うと小規模、いわゆるそういったものではない小規模本来の双葉町でやって

いた個人事業主の皆さんの支援の考え方、支援の取組かと思います。中野地区に関しましては、前に

双葉町で細谷地区に産業団地がありました。あそこでの失敗というわけではないのですけれども、土

地の売買をしているのです。そうなったときに、早々と撤退した企業はありました。その企業の土地
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は取得しているので、どけてもらえないのです。建物もそのままになっていたという経過があります

ので、今、町としては同じ轍を踏まないということで、中野地区の復興産業拠点の用地に関しては全

て賃借です。なので、最悪、撤退とかなった場合も、土地は町のものですから、そこは使い方は、前

回のそういうふうな土地の売買とは違うので、またその対応というのは検討はできるだろうというこ

とで、そういうふうな取組をしております。

農業、商業、小規模化ということでお話しありました。東邦銀行のインキュベーションセンター、

あれはもう考え方としては、大規模ではなくて、これから新たに起業しよう、起こそうとしている人

たちのための施設というふうに私自身は捉えています。最初からある程度の土地、ある程度の建物と

いうと、資本がある程度ないとそういうふうなことに参入するというのは厳しいだろうと。だけれど

も、いろいろなアイデアがあって、若くて何かやりたいという人たちは、ではどうするのだと。そう

いった人たちがそこの場所で、東邦銀行のインキュベーションセンターに、もうちょっと、中は内装

工事しておりますからかかるのですけれども、そういったもので取り組んでいただいて、新たに双葉

からそういうふうな発信をしてもらえるような人たちが増えることは期待しております。そういった

人たちに対する支援の方法というのは、なかなか職種によってということで限定してしまうと大変な

のですけれども、やはり町に入ってきてもらう。この双葉に住んでそういう取組をする人たちに対し

ては、先ほどのいろいろな奨励金とか何かありましたので、そういったことの利活用も含めて、何か

いい方法があれば、若い人たちがどんどん入ってきてもらって町を活気づけてもらうというのは大い

に期待しておりますから、そういったことも今後検討させていただきたいというふうに思います。

〇議長（岩本久人君） ２番、山根辰洋君。

〇２番（山根辰洋君） ありがとうございます。多分、仕組み等々であったり支援の体制、細かいと

ころはこれから検討していくというところだと思うのですが、できた仕組み、しっかりそのコンセプ

トを結構明確にしながら外の人に伝えて、外であったり、あとはもともとサービス事業に従事されて

いたような町民の皆さんに、可能な限りチャレンジをしてもらえるような、そういったような環境づ

くりというのはとても大事なのだと思うので、つくったものと、あとは伝えることというのはセット

でトライしていく必要があると思うのですが、そういったところの取組の今後の方針、最後にちょっ

と重複してしまうかもしれないですが、改めて仕組みと発信、あとはこのコンセプト、どういったコ

ンセプトをつくっていくことが、小規模事業者を参入するには、町としては望ましいと考えているか

というのをちょっとお聞きしたいと思います。

〇議長（岩本久人君） 町長、伊澤史朗君。

〇町長（伊澤史朗君） 山根議員の再々質問にお答えいたします。

まず、これから新しく参入する人たちに関しては、先ほど再質問の中でも答えておりますように、

今後検討していかなくてはならないものだと思っています。一方で、もともと住んでいた町民の人た

ちが帰還できるような取組というのも、これは一緒にやっていかなくてはならないと思います。もと
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もと双葉に、ふるさとであった人たちが、今現在なかなか戻れる状況にないというのも十分考えてい

かなくてはならないので、そういった人たちが戻ってきて、安定的な生活ができるような取組という

のも同時にやっていくべきだろうと思っています。

いずれにしても、帰還をする人、移住をする人、両方にしっかりと共生できるような町としての考

え方でおりますから、両方の方たちが、来てよかった、住んでよかったと思えるようないろいろな制

度を今後検討していきたいというふうに思います。

〇議長（岩本久人君） ２番、山根辰洋君。

〇２番（山根辰洋君） ありがとうございました。

これで一般質問を終わります。ありがとうございました。

◎散会の宣告

〇議長（岩本久人君） 以上をもちまして、本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

お疲れさまでした。

（午後 零時１３分）
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◎開議の宣告

〇議長（岩本久人君） おはようございます。ただいまの出席議員は８名です。定足数に達しており

ますので、これから本日の会議を開きます。

（午前 ９時３０分）

◎議事日程の報告

〇議長（岩本久人君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。

なお、本日の会議における議案等に対する採決は、押しボタン式投票によって行います。あらかじ

め申し述べておきます。

◎議案第３８号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第１、議案第38号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に

ついてを議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。議案第38号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ 休議」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 休議いたします。

休憩 午前 ９時３１分

再開 午前 ９時３４分

〇議長（岩本久人君） 会議に戻します。

これより採決をします。
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お諮りします。議案第38号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第38号は原案のとおり可決されました。

◎議案第３９号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第２、議案第39号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

を議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。議案第39号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第39号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４０号の質疑、討論、採決
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〇議長（岩本久人君） 日程第３、議案第40号 双葉町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一

部改正についてを議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。議案第40号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第40号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４１号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第４、議案第41号 双葉町火入れに関する条例の一部改正についてを議

題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。
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お諮りします。議案第41号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票の結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第41号は原案のとおり可決されました。

（ 休議」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 休議します。

休憩 午前 ９時３９分

再開 午前 ９時４０分

〇議長（岩本久人君） 会議に戻します。

◎議案第４２号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第５、議案第42号 双葉町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の

設置に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。議案第42号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし 「休議」と言う人あり）「 」

〇議長（岩本久人君） 休議にします。
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休憩 午前 ９時４１分

再開 午前 ９時４１分

〇議長（岩本久人君） 会議に戻します。

投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第42号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４３号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第６、議案第43号 備品購入契約の締結についてを議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。議案第43号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第43号は原案のとおり可決されました。
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◎議案第４４号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第７、議案第44号 双葉地方広域市町村圏組合規約の変更についてを議

題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決します。

お諮りします。議案第44号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票の結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第44号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４５号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第８、議案第45号 町道路線の廃止についてを議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。
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お諮りします。議案第45号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第45号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４６号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第９、議案第46号 町道路線の認定についてを議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。議案第46号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第46号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４７号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第10、議案第47号 令和７年度双葉町一般会計補正予算（第２号）を議
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題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑は、説明書により歳入から行います。

第10款地方交付税。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第14款国庫支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第17款寄附金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第18款繰入金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第19款繰越金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第20款諸収入。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 歳出に入ります。

第１款議会費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第２款総務費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） ７ページになります。第３款民生費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第４款衛生費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第６款農林水産業費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第７款商工費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第８款土木費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第９款消防費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第10款教育費。

（ なし」と言う人あり）「
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〇議長（岩本久人君） 第13款諸支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第14款予備費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。議案第47号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票の結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第47号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４８号の質疑、討論、採決

〇議長 岩本久人君 日程第11 議案第48号 令和７年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算 第（ ） 、 （

１号）を議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑は、説明書により歳入から行います。

第４款県支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第６款繰入金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第７款繰越金。

（ なし」と言う人あり）「
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〇議長（岩本久人君） 歳出に入ります。

第１款総務費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第３款国民健康保険事業費納付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第５款保健事業費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第６款基金積立金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第７款諸支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第８款予備費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決します。

お諮りします。議案第48号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第48号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４９号の質疑、討論、採決
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〇議長（岩本久人君） 日程第12、議案第49号 令和７年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第１

号）を議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑は、説明書により歳入から行います。

第８款繰入金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第９款繰越金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 歳出に入ります。

第１款総務費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第５款基金積立金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第６款諸支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決します。

お諮りします。議案第49号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第49号は原案のとおり可決されました。
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◎議案第５０号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第13、議案第50号 令和７年度双葉町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）を議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑は、説明書により歳入から行います。

第３款繰入金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第４款繰越金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 歳出に入ります。

第１款総務費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第４款諸支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。議案第50号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第50号は原案のとおり可決されました。

◎議案第５１号の質疑、討論、採決
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（ ） 、 （ ）〇議長 岩本久人君 日程第14 議案第51号 令和７年度双葉町下水道事業会計補正予算 第１号

を議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑は、説明書の10ページ、実施計画明細書により行います。

収益的支出、第１款下水道事業費用。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 資本的支出、第１款資本的支出。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。議案第51号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票の結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、議案第51号は原案のとおり可決されました。

◎認定第１号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第15、認定第１号 令和６年度双葉町一般会計決算の認定についてを議

題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑は、事項別明細書により款ごとに行います。８ページ、歳入から行い

ます。

第１款町税。

（ なし」と言う人あり）「
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〇議長（岩本久人君） 第２款地方譲与税。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第３款利子割交付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第４款配当割交付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第５款株式等譲渡所得割交付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第６款法人事業税交付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第７款地方消費税交付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第８款環境性能割交付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第９款地方特例交付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第10款地方交付税。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第11款交通安全対策特別交付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第12款分担金及び負担金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第13款使用料及び手数料。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第14款国庫支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 16ページです。第15款県支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 20ページになります。第16款財産収入。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第17款寄附金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第18款繰入金。
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（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 23ページです。第19款繰越金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第20款諸収入。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 27ページ、歳出に入ります。

第１款議会費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第２款総務費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 55ページになります。第３款民生費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 66ページになります。第４款衛生費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 71ページになります。第５款労働費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第６款農林水産業費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 76ページになります。第７款商工費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第８款土木費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第９款消防費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 86ページになります。第10款教育費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第11款災害復旧費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第12款公債費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第13款諸支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第14款予備費。
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（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 以上で事項別明細書による質疑を終わりたいと思いますが、総括的な質疑を

許可いたします。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。認定第１号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票の結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、認定第１号は認定することに決定いたしました。

◎認定第２号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第16、認定第２号 令和６年度双葉町国民健康保険特別会計決算の認定

についてを議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑は、事項別明細書により款ごとに行います。５ページ、歳入から行い

ます。

第１款国民健康保険税。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第２款使用料及び手数料。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第３款国庫支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第４款県支出金。
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（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第５款財産収入。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第６款繰入金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第７款繰越金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第８款諸収入。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 10ページ、歳出に入ります。

第１款総務費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第２款保険給付費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 13ページになります。第３款国民健康保険事業費納付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第４款財政安定化基金拠出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第５款保健事業費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第６款基金積立金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第７款諸支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第８款予備費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 以上で事項別明細書による質疑を終わりたいと思いますが、総括的な質疑を

許可いたします。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「
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〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。認定第２号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票の結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、認定第２号は認定することに決定いたしました。

（ 休議」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 休議します。

休憩 午前１０時０３分

再開 午前１０時０４分

〇議長（岩本久人君） 会議に戻します。

◎認定第３号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第17、認定第３号 令和６年度双葉町公有林整備事業特別会計決算の認

定についてを議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑は、事項別明細書により款ごとに行います。３ページ、歳入から行い

ます。

第１款繰入金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） ４ページ、歳出に入ります。

第１款農林水産業費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第２款公債費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 以上で事項別明細書による質疑を終わりたいと思いますが、総括的な質疑を

許可いたします。質疑ありませんか。
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（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。認定第３号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、認定第３号は認定することに決定いたしました。

◎認定第４号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第18、認定第４号 令和６年度双葉町介護保険特別会計決算の認定につ

いてを議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑は、事項別明細書により款ごとに行います。５ページ、歳入から行い

ます。

第１款保険料。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第２款使用料及び手数料。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第３款国庫支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第４款支払基金交付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第５款県支出金。

（ なし」と言う人あり）「
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〇議長（岩本久人君） 第６款財産収入。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第７款寄附金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第８款繰入金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第９款繰越金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第10款諸収入。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 10ページ、歳出に入ります。

第１款総務費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第２款保険給付費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 14ページになります。第３款財政安定化基金拠出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第４款地域支援事業費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第５款基金積立金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第６款諸支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第７款予備費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 以上で事項別明細書による質疑を終わりたいと思いますが、総括的な質疑を

許可いたします。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。
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これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。認定第４号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、認定第４号は認定することに決定いたしました。

◎認定第５号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第19、認定第５号 令和６年度双葉町後期高齢者医療特別会計決算の認

定についてを議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑は、事項別明細書により款ごとに行います。３ページ、歳入から行い

ます。

第１款後期高齢者医療保険料。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第２款使用料及び手数料。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第３款繰入金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第４款繰越金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第５款諸収入。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） ５ページ、歳出に入ります。

第１款総務費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第２款後期高齢者医療広域連合納付金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第３款保健事業費。
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（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第４款諸支出金。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 第５款予備費。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 以上で事項別明細書による質疑を終わりたいと思いますが、総括的な質疑を

許可いたします。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。認定第５号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、認定第５号は認定することに決定いたしました。

◎認定第６号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第20、認定第６号 令和６年度双葉町下水道事業会計決算の認定につい

てを議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑は、決算報告書により行います。２ページ、収益的収入及び支出、収

入、第１款下水道事業収益。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 支出、第１款下水道事業費用。

（ なし」と言う人あり）「
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〇議長（岩本久人君） ３ページ、資本的収入及び支出、収入、第１款資本的収入。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 支出、第１款資本的支出。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 以上で決算報告書による質疑を終わりたいと思いますが、総括的な質疑を許

可いたします。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。認定第６号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、認定第６号は認定することに決定いたしました。

◎同意第３号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第21、同意第３号 双葉町特別功労表彰の同意を求めることについてを

議題とします。

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「
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〇議長（岩本久人君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。同意第３号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇議長（岩本久人君） 投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇議長（岩本久人君） 賛成全員です。

よって、同意第３号は同意することに決定いたしました。

◎同意第４号の質疑、討論、採決

〇議長（岩本久人君） 日程第22、同意第４号 双葉町教育委員会委員の任命についてを議題としま

す。

この件については、地方自治法第117条の規定により私が除斥となりますので、退場いたします。

副議長に議長の職務を行っていただきたいと思います。

副議長と交代します。

休議いたします。

（８番 岩本久人君退場）

休憩 午前１０時１７分

再開 午前１０時１８分

（議長、副議長と交代）

〇副議長（高萩文孝君） 会議に戻します。

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇副議長（高萩文孝君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇副議長（高萩文孝君） 討論なしと認めます。
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これで討論を終わります。

これより採決をします。

お諮りします。同意第４号の賛否について投票ボタンを押してください。

（表 決）

〇副議長（高萩文孝君） 投票漏れはありませんか。

休議します。

休憩 午前１０時１９分

再開 午前１０時２２分

〇副議長（高萩文孝君） 会議に戻します。

同意第４号の賛否について投票ボタンを押してください。

（ 休議」と言う人あり）「

〇副議長（高萩文孝君） 休議。

休憩 午前１０時２２分

再開 午前１０時２２分

〇副議長（高萩文孝君） 会議に戻します。

投票漏れはありませんか。

（ なし」と言う人あり）「

〇副議長（高萩文孝君） 投票漏れなしと認めます。

投票を確定し、投票結果を表示します。

（賛成全員）

〇副議長（高萩文孝君） 賛成全員です。

よって、同意第４号は同意することに決定しました。

議長の除斥を解き、入場を求めます。議長は入場されて議長席にお着きください。

議長と交代いたします。

休議します。

（８番 岩本久人君入場）

休憩 午前１０時２３分

再開 午前１０時２６分

（副議長、議長と交代）

〇議長（岩本久人君） 会議に戻します。
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◎常任委員会の閉会中の所管事務調査の件

〇議長（岩本久人君） 日程第23、常任委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題とします。

産業厚生常任委員長から、会議規則第75条の規定によってお手元に配付したとおり、閉会中の継続

調査の申出があります。

お諮りします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。

（ 異議なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 異議なしと認めます。

よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。

◎議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件

〇議長（岩本久人君） 日程第24、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を議題とします。

議会運営委員長から、会議規則第75条の規定によってお手元に配付したとおり、閉会中の継続調査

の申出があります。

お諮りします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。

（ 異議なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 異議なしと認めます。

よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。

◎議員派遣の件

〇議長（岩本久人君） 日程第25、議員派遣の件を議題とします。

お諮りします。お手元に配付したとおり、議員を派遣することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」と言う人あり）「

〇議長（岩本久人君） 異議なしと認めます。

よって、議員を派遣することに決定しました。

◎閉会の宣告

〇議長（岩本久人君） 以上をもちまして、本日の日程は全部終了しました。

会議を閉じます。

これで令和７年第３回双葉町議会定例会を閉会します。

お疲れさまでした。

（午前１０時２８分）
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地方自治法第１２３条の規定によりここに署名する。

議 長 岩 本 久 人

副 議 長 高 萩 文 孝

署名議員 渡 部 昭 洋

署名議員 山 根 辰 洋


	第３回定例会
	目次
	招集告示
	応招・不応招議員

	第１号
	議事日程
	出席議員
	欠席議員
	地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名
	職務のため議場に出席した者の職氏名
	開会
	開議
	議事日程の報告
	会議録署名議員の指名
	会期の決定
	諸般の報告
	委員長報告
	行政報告
	報告第６号
	議案第３８号から同意第３号までの一括上程
	発言の訂正
	監査委員報告
	同意第４号の上程、説明
	一般質問
	菅野博紀　君
	発言の取消し
	伊藤哲雄　君
	発言の取消し
	山根辰洋　君

	散会

	第２号
	議事日程
	出席議員
	欠席議員
	地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名
	職務のため議場に出席した者の職氏名
	開議
	議事日程の報告
	議案第３８号の質疑、討論、採決
	議案第３９号の質疑、討論、採決
	議案第４０号の質疑、討論、採決
	議案第４１号の質疑、討論、採決
	議案第４２号の質疑、討論、採決
	議案第４３号の質疑、討論、採決
	議案第４４号の質疑、討論、採決
	議案第４５号の質疑、討論、採決
	議案第４６号の質疑、討論、採決
	議案第４７号の質疑、討論、採決
	議案第４８号の質疑、討論、採決
	議案第４９号の質疑、討論、採決
	議案第５０号の質疑、討論、採決
	議案第５１号の質疑、討論、採決
	認定第１号の質疑、討論、採決
	認定第２号の質疑、討論、採決
	認定第３号の質疑、討論、採決
	認定第４号の質疑、討論、採決
	認定第５号の質疑、討論、採決
	認定第６号の質疑、討論、採決
	同意第３号の質疑、討論、採決
	同意第４号の質疑、討論、採決
	常任委員会の閉会中の所管事務調査の件
	議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件
	議員派遣の件
	閉会


